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後期高齢者医療保険料
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１月１日現在

人 の う ご き
      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　１月１日、中川地区の髙祖神社で、伝統行事の「ご
ちょう踊り」が奉納されました。鬼神を先頭に、鮮
やかな陣羽織風の衣装を身にまとった舞手が太鼓や
かねを打ち鳴らしながら舞い踊ります。奉納後は公
民館前でも披露され、鬼神は「ウォー」と叫びなが
ら集まった住民らの魔をはらい、新年を祝いました。

守 り続く伝統行事
中川地区でごちょう踊り

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
２月１日～３日	 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　４日～10日	 ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　 （夜・休☎080-5240-2077）
　　11日～17日	 ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　　　　　 （夜・休☎090-8835-2223）
　　18日～24日	 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　25日～３月３日	 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒5182）

山川地域
２月１日～15日	 西設備　　 　☎㉞1176
　　16日～28日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447
３月	 	 ㈲大薗建設　 ☎㉟2553

開聞地域 
２月	 	 ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
３月	 	 ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

総人口　43,550 人　 （−  59）
　男　　19,848 人　 （−  25）
　女　　23,702 人　 （−  34）
世帯数　19,162 戸　 （−  18）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

２月３日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

２月10日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】指宿さがら病院

☎㉒3059
☎㉒3079

２月11日
（月）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉓3940
☎㉟0101

２月17日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉖2101
☎㉗1010

２月24日
（日）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】指宿温泉病院

☎㉔5131
☎㉕3653

３月３日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔3770

項目 薬局名 電話番号月日

２月３日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

２月10日
（日）

三愛調剤薬局
チェリー調剤薬局

☎㉔4715
☎㉔3705

２月11日
（月） イブスキ薬局 ☎㉔4516

２月17日
（日） ケーアイ調剤薬局指宿店 ☎㉗1152

２月24日
（日）

南九州薬局指宿店
ヨシ薬局

☎㉓4689
☎㉕3678

３月３日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。
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沿道の声援に応えるランナー	

夜明け前から準備に取り掛かる

号砲と共に一斉にスタートする参加者たち

最高齢参加者の増田輝男さん
（90歳・大阪府）が選手宣誓 選手を迎える受付会場

冷たい雨にも負けず、笑顔で快走

間もなく中間地点、お腹も空くころ

湖畔に広がる菜の花も選手を歓迎いただきま～す 焼き鳥食べて塩分補給

菜の花が選手を後押し イモを食べんね 何個でもいけそう

最後の坂道を気力で登る 茶ぶしを飲んで元気出して パパ頑張ってるよ

高校生もボランティアで参加「お疲れさまでした」 最初の難関、起伏の激しいコースが続く

咲き誇る菜の花 心温まるおもてなし 満開ロードを力走

ゴールにはたくさんの感動があふれる

第32回いぶすき菜の花マラソン大会

いぶすき菜の花マラソン大会

　1月13日、早春の指宿路を駆け抜ける「第32回いぶすき菜の花マラソン大会」が開催されました。全国
で最も早いフルマラソン公認コース大会に、国内外から18,573人ものランナーが出走しました。
　フルマラソンスタート時の気温は13℃。朝から雨や強い風が吹くあいにくの天候でしたが、出場者は池
田湖や開聞岳の景色、沿道に咲いた菜の花を楽しみながら、思い思いのペースで健脚を競いました。
　また、今年も約2,000人のボランティアが大会をサポート。沿道からは多くの市民らの応援をはじめ、
温かい豚汁やぜんざい、ソラマメのスープなどを振る舞い、「おもてなしの心」で後押ししました。
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平成25年 市消防出初式
防火・防災への誓い新たに

高
め
よ
う

地
域
の
防
災
行
動
力

　

１
月
６
日
、
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
い
ぶ
す
き
前
の
広
場
で
、
平
成

25
年
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
23
の
消
防
分
団
員
や
少
年・

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約
６
５
０

人
が
、
威
風
堂
々
の
分
列
行
進
を

披
露
。
新
年
の
防
火
・
防
災
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
指
宿
方
面
隊
の
消
防

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
や
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
規
律
訓
練
、
女

性
消
防
隊
の
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

豊
留
市
長
は
式
辞
の
中
で
、
昨

年
の
佐
多
岬
沖
で
発
生
し
た
高
速

船
衝
突
事
故
に
伴
う
救
助
活
動
や

連
日
の
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
の

猛
威
に
触
れ
な
が
ら
、「
皆
さ
ん
の

救
助
活
動
や
災
害
復
旧
に
当
た
る

姿
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
頼
も
し

さ
を
感
じ
た
年
で
し
た
」
と
団
員

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
団

員
活
動
や
人
命
救
助
な
ど
に
対
す

る
各
種
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

勤
続
章
（
30
年
）

新
宮
領　

進

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

功
績
章
（
20
年
）

鎌
ヶ
迫　

浩
、
下
曽
山
茂
人

吉
﨑　
　

一
、
臼
山　

幸
二　

松
山　

重
光
、
馬
場　

信
夫

坂
口　

政
彦
、
新
吉　

健
二

川
上　

重
行
、
濵
上　
　

毅

坂
元　

茂
教　

精
績
章
（
15
年
）

田
中　
　

靜
、
松
木　

義
人

迫　
　

清
美
、
福
永　

信
幸

白
濵　
　

浩
、
尾
山　

和
明

外
薗　

剛
一
、
谷
口　

智
治

前
薗　

正
治
、
小
園　

重
人

西
田　

義
哲
、
東　
　

忠
孝

上
村　

浩
一
、
坂
元　

和
人

阿
萬　

光
彦
、
中
野　

弘
巳

七
夕　

純
二

県
知
事
表
彰

勤
続
章
（
10
年
）

中
村　

浩
一
、
吉
元　

清
久

永
吉　

博
文
、
上
川
床
俊
彦

坂
元　
　

修
、
谷
山　

利
広

上
迫　
　

徹
、
堀　
　

勇
一

南　
　

眞
二
、
馬
場　
　

剛

西
元　
　

誠
、
水
流　

正
裕

菖
蒲
谷　

学
、
前
村　
　

修

湯
之
上
大
幸
、
前
田　
　

剛

岡
野　

圭
佑
、
前
田　
　

忍

永
田　
　

亘
、
永
田　
　

旭

川
畑　

裕
輝
、
福
留　

敏
朗

津
田　

一
也
、
川
添　

紀
雄

谷
村　

昌
芳
、
竹
畑　
　

巧

県
消
防
協
会
指
宿
支
部
長
表
彰

35
年
勤
続

田
代　

吉
男

25
年
勤
続

徳
留　

隆
一
、
吉
元　

政
敏

江
口　

德
也
、
水
迫　

一
民

中
川　
　

明
、
鶴
丸　

秀
信

中
西　

健
市
、
原
村　
　

猛

水
溜　

孝
幸
、
水
溜　

久
文

威風堂々の分列行進

りりしく敬礼

会場に響く軽快なラッパ音

指宿方面隊による一斉放水

元気よく気勢を上げる園児

女性消防隊の軽可搬ポンプ操法

一糸乱れぬ消防団の隊列

NEW YEAR FIRE REVIEW 2013

15
年
勤
続

下
柳
田　

毅
、
片
平　

秀
朗

田
中　
　

靜
、
松
木　

義
人

迫　
　

清
美
、
今
奈
良　

孝

福
永　

信
幸
、
外
薗　

剛
一

前
薗　

正
治
、
小
園　

重
人

西
田　

義
哲
、
坂
元　

和
人

阿
萬　

光
彦
、
中
野　

弘
巳　

一
般
功
労

亀
之
園
哲
郎
、
髙
吉
一
亜
樹

小
宮　
　

純
、
前
原　

優
作

川
畑　

淳
一
、
上
野　

秀
幸

宮
地　

主
税
、
田
之
上　

洋

田
之
上
真
一
、
吉
村　

拓
也

谷
迫　

年
徳
、
迫
田　

勇
一

前
原　

光
夫
、
坂
口　

健
作

福
吉　

敬
太
、
入
野　

信
幸

井
上　

功
彦
、
川
添　

健
一

今
村　

真
吾

指
宿
市
長
表
彰

30
年
勤
続
（
30
年
以
上
）

松
田　

直
人
、
西
野　

一
光

大
岩
本　

惠
、
中
西
榮
一
郎

20
年
勤
続
（
20
年
以
上
）　
　

德
永　

昭
智
、
今
栁
田　

明

田
畑　
　

正
、
大
小
田　

守

末
吉　

清
藤
、
永
吉　

良
一

久
保　

末
浩
、
岩
崎　

吉
孝

濵
田　

直
幸
、
山
崎　
　

毅

迫
中　
　

毅
、
岩
下　

敏
和

10
年
勤
続
（
10
～
11
年
未
満
）

上
髙
原
秀
樹
、
市
山　

祐
史

下
柳
田
賢
次
、
竹
下　

隆
治

岡
元　

宏
栄
、
竹
下
健
太
郎　

中
熊　

竜
吾
、
中
西　
　

明

西
元　

孝
男
、
篠
原　

寛
法

岩
下　

隆
義
、
髙
下　

修
一

西　
　

一
博
、
大
薗　

幸
平

浜
田　

慎
二
、
前
畠　

光
明

上
野　

友
寛
、
松
澤　

定
広

志
戸　

健
太
、
中
野　

弘
光　

田
中　

哲
夫

特
別
功
労
（
ラ
ッ
パ
要
員
）

10
年
勤
続

田
中　

哲
夫

５
年
勤
続

西
村　
　

司
、
澤
山　

建
志

前
村　
　

修
、
中
拂　

哲
平

部
外
協
力
者
（
団
体
）

人
命
救
助　

下
川　

孝
也
、
下
川　

洋
子

初
期
消
火

岡
元　

正
男
、
大
吉　
　

勇

協
力
団
体

か
ご
し
ま
森
林
組
合
い
ぶ
す
き

支
所

内
助
の
功
労

30
年
功
労　

松
田　

祐
子
、
西
野　

郁
子

大
岩
本
富
子
、
中
西
つ
ゆ
子

20
年
功
労

德
永
嘉
代
子
、
今
栁
田
ゆ
か
り

田
畑
み
ち
子
、
大
小
田
良
子

末
吉
り
つ
子
、
永
吉
み
や
子

久
保　

明
美
、
岩
崎　

峰
子

濵
田
み
ど
り
、
山
崎
さ
お
り

迫
中
枝
美
子　

退
団
者
感
謝
状

野
元　

茂
孝
、
石
口　

憲
市

中
西　

忠
行
、
川
口　

清
夫

永
山　
　

正
、
今
川　

千
早

中
野　

勇
美
、
武
元　
　

勉　

園
﨑　

秋
吉
、
下
村　

秋
利

上
迫　

勝
彦
、
谷
口　

智
治

藏
薗　

堅
志
、
新
村　

博
和

桃
木　

安
幸
、
西
元　

直
樹

西
田　

稔
幸
、
濵
田　

義
輝

永
田　
　

亘
、
松
山　

英
樹

東　
　

忠
孝
、
桃
木　

直
人

嶽
野　
　

修
、
濵
田　
　

直

津
田　

一
也
、
中
村　

秀
幸

坂
上　

幸
雄
、
七
夕　

純
二

谷
村　

栄
一
、
亀
之
園　

等

各
種
表
彰
・
伝
達

（
順
不
同
・
敬
称
略
）　
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地　域 キャッチフレーズ
北指宿 いにしえと湯けむり香る食と癒しのまち北指宿

西指宿 池
いけてる

輝・姫
ひめてる

輝・獲
とれてる

輝・みんな活
いきてる

輝！！西指宿

南指宿
世界一の砂むしのある海岸線
人情あふれるおもてなし
人・街・食　未来にこぼれる南指宿

山　川 ＹＯＵ・湯・自適なみなとまち　山川

開　聞
開聞岳と歴史の懐で　ゆっくり流れる時の中を
老いも若きもいきいき暮らす　花いっぱいの街
かいもん

さまざまな視点で真剣に問題を指摘

世代を越えて意見を交換

マップを作成して参加者の思いを明確化

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
テ
ー
マ
を
決

め
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
の
宝
を
発
見
し
よ
う
」

　

参
加
者
は
、
本
市
の
現
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
地
域
の
問
題
点
や
地
域
資
源

な
ど
を
話
し
合
い
、「
歩
道
が
狭
い
」「
公
園

が
な
い
」「
集
落
の
空
き
家
が
目
立
つ
」「
長

期
的
な
計
画
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
を
基

に
「
良
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
は
、「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食
と

健
康
の
ま
ち
」
を
将
来
都
市
像
と
す
る
「
指

宿
市
総
合
振
興
計
画
」
を
進
め
る
に
当
た

り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
向
性
や
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
戦
略
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
「
指
宿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
（
以
下
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」）」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
今
後
、
本

市
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
針
に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

人
や
物
の
動
き
、
土
地
の
利
用
の
仕
方
、

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
住
民

の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
将
来
の
ま
ち

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
具
体
的

に
定
め
た
計
画
で
す
。

　

本
市
は
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
や
山
川
・
開
聞

庁
舎
周
辺
等
に
置
い
て
、
商
業
が
集
積
す

る
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
等
に
伴

っ
て
、
に
ぎ
わ
い
の
喪
失
や
商
業
機
能
の

低
下
、
ま
ち
の
空
洞
化
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
考
え
よ
う
」

　

考
え
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

達
成
す
る
た
め
、
地
域
の
中
で
主
要
な
施

設
や
場
所
（
拠
点
）
の
役
割
を
考
慮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
や
河
川
、

新
た
な
道
路
の
設
定
な
ど
、
必
要
で
あ
ろ

う
「
軸
」
を
検
討
し
ま
し
た
。
地
区
の
特

性
や
現
在
の
土
地
利
用
な
ど
を
踏
ま
え
た

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
検
討
し
、「
こ
ん
な
地

域
に
し
た
い
ね
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を

よ
り
深
く
考
え
、
参
加
者
同
士
が
意
見
交

換
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

「
こ
ん
な
地
域
に
し
た
い
」「
こ
ん
な
ま

ち
に
住
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
秩
序
あ
る
整
備
が
よ
り
重

視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ

た
成
果
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る

こ
と
で
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
あ
る

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
庁
内
検

討
委
員
会
を
経
て
策
定
委
員
会
に
諮
り
、

平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
３
）

指
宿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

地
域
の
将
来
像
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
地
域
の
将
来
像
を
考
え
る

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

指
宿
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
計
画
の
現
状
と
課
題                                                                                              

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　
指
宿
市
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
、
個
性
的
で
活
力
に
満
ち
た
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
今
後
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

地域の特性 を生かした活性化

　

ま
た
、
本
市
は
日
本
有
数
の
温
泉
地
と

し
て
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観

光
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
や
観
光
客

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
誰
も
が

歩
き
た
く
な
る
雰
囲
気
漂
う
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
現
況
調
査
や
関
連
計
画
等
の
位
置
付

け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
住
民
の
意

向
を
踏
ま
え
、
都
市
の
特
性
と
課
題
を
抽

出
・
整
理
し
、
基
本
的
な
方
向
性
を
検
討

す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
市
の
目
指
す
べ
き

都
市
像
や
将
来
に
向
け
て
、
よ
り
重
要
と

な
る
施
策
な
ど
を
議
論
し
て
い
た
だ
く
場

と
し
て
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

話し合った結果を発表

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

意
見
交
換

「
地
域
づ
く
り
の
将
来
像
を
考
え
よ
う
」

　

良
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
マ
ッ
プ
を
参

考
に
、「
守
る
」「
育
て
る
」「
創
る
」「
直
す
」

と
い
っ
た
視
点
に
立
ち
、
身
近
な
地
域
の

課
題
を
出
し
合
い
、
各
地
域
の
宝
や
資
源

な
ど
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
地
域
の

将
来
像
）
を
考
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と

で
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
く

個
性
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
完

成
し
ま
し
た
。

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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２
月
16
日（
土
）は
、
地
元
選
手

が
郷
土
入
り
し
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

選
手
の
通
過
す
る
20
～
30
分
前

に
は
、
広
報
宣
伝
車
が
応
援
小
旗

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
小
旗
を
持

っ
て
選
手
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
内
通
過
の
予
定
時
刻

２
月
16
日（
土
）

10
時
56
分　
道
の
駅
い
ぶ
す
き
前

10
時
59
分　

今
和
泉
小
前

11
時
９
分　

指
宿
小
前

11
時
20
分　
市
役
所
指
宿
庁
舎
前

11
時
29
分　

丹
波
小
前
中
継
所

11
時
41
分　

Ｊ
Ｒ
山
川
駅
前

11
時
47
分　

山
川
高
校
前

12
時
３
分　

利
永
小
前
中
継
所

12
時
15
分　

開
聞
十
町
交
差
点

12
時
21
分　
開
聞
入
野
郵
便
局
前

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
係
（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
㉗
０
２
０
３

今
回
の
県
下
一
周
駅
伝
、
ど
の
よ

う
な
戦
い
方
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

昨
年
と
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
高

校
１
・
２
年
生
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
チ
ー
ム
の
底
上
げ
が
で
き
て
い

る
と
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
若
い
世
代
に
経
験
を
積

ん
で
も
ら
う
意
味
で
も
、
主
要
区

間
と
か
長
丁
場
を
走
ら
せ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
ベ
テ
ラ
ン
選

手
が
無
理
を
し
な
い
よ
う
な
配
置

を
考
え
て
い
ま
す
。
目
標
と
し
て

は
、
昨
年
の
記
録
よ
り
10
分
以
上

の
短
縮
、
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

区
間
配
置
の
構
想
は
、
す
で
に
固

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
中
の
願
望
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
構
想
は
あ
り
ま
す
。

　

重
要
な
区
間
を
あ
る
程
度
決
め

な
い
こ
と
に
は
、
他
の
区
間
も
埋

ま
っ
て
こ
な
い
の
で
、
核
に
な
る

５
～
６
人
を
主
に
決
め
て
、
後
は

つ
な
ぎ
区
間
を
は
め
込
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
時
の
選
手
の
体
調

や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

区
間
配
置
は
決
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
区
間
に
対
し
て
は
、
特
に

意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
４
人
で
１

つ
の
区
間
だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、

後
は
従
来
の
区
間
に
戻
っ
て
、
チ

ー
ム
が
一
つ
に
流
れ
て
い
け
ば
い

い
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
中
学
生
は
経
験
が
少
な

い
の
で
、
周
り
の
雰
囲
気
や
環
境

に
の
ま
れ
て
力
を
出
し
切
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
ど
お
り

の
走
り
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
チ
ー
ム
育
成
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

高
校
生
が
育
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
進
学
や
就
職
し
て
も
地
元
に

残
れ
る
環
境
が
整
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
指
宿
単
独
チ
ー
ム

と
な
っ
た
前
々
回
、
最
下
位
と
い

う
ど
ん
底
を
味
わ
い
、
チ
ー
ム
を

組
む
の
も
や
っ
と
の
状
態
で
５
日

間
走
っ
た
苦
し
い
年
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
な

い
よ
う
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

み
ん
な
走
る
こ
と
が
好
き
だ
か

ら
こ
う
し
て
集
ま
っ
て
い
る
し
、

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
選
手
を
信
じ
、
自
主
性
に

任
せ
て
い
ま
す
。
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
み
ん
な
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
か
ら
。

　

奄
美
群
島
の
本
土
復
帰
な
ど
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
、
鹿
児
島
県

下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

が
、
昭
和
29
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、

い
よ
い
よ
60
回
目
の
記
念
大
会
を

迎
え
ま
す
。

　

順
位
は
、
日
ご
と
の
タ
イ
ム
を

競
う
日
間
順
位
と
５
日
間
の
ト
ー

タ
ル
タ
イ
ム
で
競
う
総
合
順
位
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
順
位
で

は
総
合
優
勝
だ
け
で
は
な
く
、
前

年
度
成
績
上
位
か
ら
４
チ
ー
ム
ご

と
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
に
分
け
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
優
勝
が
争
わ
れ
ま

す
（
前
年
度
１
～
４
位
が
Ａ
ク
ラ

ス
、
５
～
８
位
が
Ｂ
ク
ラ
ス
、
９

～
12
位
が
Ｃ
ク
ラ
ス
）。

　

今
回
、
60
回
記
念
と
し
て
初
日

１
区
に
特
別
４
区
間
が
設
け
ら
れ
、

中
学
生
男
子
選
手
、
高
校
・
一
般

女
子
選
手
、
男
子
シ
ニ
ア
選
手
が

出
走
し
ま
す
。

2
月
16
日
〜
20
日　
県
内
53
区
間
５
８
８・６
km

目
標
は
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
、
さ
ら
に
上
位
へ

南　
孝
盛
さん

指
揮
官
に
聞
く

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

       

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

　
昨
年
指
宿
チ
ー
ム
は
、
12
チ
ー
ム
中
10
位
な
が
ら

大
幅
に
タ
イ
ム
を
短
縮
。
躍
進
第
１
位
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、
選
手
た

ち
は
、
地
元
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
日
々
練
習
に
励

み
、
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

Spread the Wings

指宿チーム監督に就任して５年目。県下一周
駅伝の選手として23回出場の実績を持つ。そ
の経験を生かしチーム全体をまとめる。49歳

県
下
一
周
駅
伝
に
声
援
を
！

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１月19日に行われた指宿地区チーム結団式

選手宣誓で決意を表明

（
高
野
原
）
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スナップエンドウの
チヂミ風

今月のレシピ紹介者
前畑勝子さん

（JA いぶすき生活指導員）

指
宿
は
豆
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
ソ
ラ

マ
メ
、
実
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
は
、
日
本
を
代
表
す
る
産
地
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
８
年
に
農
業
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
、
秋
冬
野
菜
と
し
て
、
主
に
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
え
ん

ど
う
部
会
の
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
、
さ
や
ご
と
食

べ
ら
れ
、
手
軽
に
調
理
が
で
き
、
ご
み
も

ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に

人
気
が
あ
り
、
現
在
、
市
場
か
ら
の
引
き

合
い
が
強
い
作
物
で
す
。

温
暖
な
気
候
の
指
宿
で
は
、
秋
冬
野
菜

と
し
て
の
豆
類
を
露
地
で
栽
培
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど
の
産
地
は
施
設
栽
培

と
な
り
ま
す
の
で
、
指
宿
の
農
家
は
経
費

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
高
い
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
宿
、
と
り
わ
け
山
川
地
域
は
、
以
前

か
ら
実
エ
ン
ド
ウ
栽
培
が
盛
ん
で
、
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
の
実
エ
ン
ド
ウ
は
「
か
ご
し
ま

ブ
ラ
ン
ド
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
基
本
的
な
栽
培
技

術
は
、
実
エ
ン
ド
ウ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

す
の
で
、
指
宿
で
は
実
エ
ン
ド
ウ
の
産
地

と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
下
地
と
な
り
、
平

成
10
年
ご
ろ
前
か
ら
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
指
宿
で
普
及
し
始
め
た
こ
ろ

は
、
市
場
に
は
ま
だ
安
い
外
国
産
が
出
回

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
内
産
の

単
価
は
安
定
し
て
お
ら
ず
、
農
家
に
と
っ

て
は
決
し
て
魅
力
的
な
作
物
と
は
い
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

転
機
は
平
成
14
年
ご
ろ
。
日
本
国
内
で

外
国
産
の
残
留
農
薬
問
題
が
発
生
し
、
食

に
対
す
る
安
心
・
安
全
が
そ
れ
ま
で
以
上

に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
産
品
に
対

す
る
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
に
つ
い
て
も
、
国
内
産
に
対
す

る
注
文
が
増
え
、
単
価
も
徐
々
に
安
定
し
、

指
宿
の
農
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
作
物
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
栽
培
農
家
は
年
々
増
え

続
け
、
平
成
23
年
度
の
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
部

会
員
の
作
付
面
積
は
60　

を
超
え
、
現
在

で
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
先
進
地
で
あ

る
愛
知
県
豊
橋
市
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
「
指

宿
産
を
５
月
ま
で
出
荷
で
き
な
い
か
」
と

の
要
望
が
あ
る
ほ
ど
、
市
場
か
ら
の
信
頼

と
消
費
者
か
ら
の
人
気
を
得
て
い
ま
す
の

で
、
指
宿
が
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
産
地

と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
消
費
拡
大
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
は
、
巨
大
消
費
地
で
の
販
売

促
進
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
産
地
消
も

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

指
宿
は
九
州
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光

地
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
に
は
、
県
内
有
数

の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
飲
食
店
が
軒
を
連
ね

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
振
る
舞
わ
れ
る
お
い

し
い
料
理
に
ぜ
ひ
、
指
宿
の
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
、
そ
し
て
旬
の
指
宿
野
菜
を
使
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
指
宿
を
訪
れ
る
観

光
客
に
、
新
鮮
で
お
い
し
い
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
、
旬
の
指
宿
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

え
れ
ば
、「
必
ず
フ
ァ
ン
に
な
る
」
と
思
い

ま
す
。
指
宿
野
菜
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
必
ず
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
、

消
費
拡
大
、
ひ
い
て
は
指
宿
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
若
い
農
家
の
育
成
も
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
現
在
、
県
が
実
施
す
る
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ー
マ
ー
講
座
の
講
師
を
引
き
受
け
て
い

ま
す
。
若
く
、
そ
し
て
や
る
気
の
あ
る
農

家
が
地
域
に
育
た
な
け
れ
ば
、
産
地
に
未

来
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
か
る
農
業
が
で
き
る
」

若
い
世
代
に
と
っ
て
、
指
宿
で
農
業
を

す
る
こ
と
が
魅
力
的
な
こ
と
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
世
代
が
、
そ
う
い
っ
た
環
境

を
つ
く
り
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
産

地
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て

い
ま
す
。

諸留　一司さん　　地区：久保

ha

①スナップエンドウはスジを
取り、千切りにする。

②じゃこと①を混ぜ合わせ小
麦粉を振り、溶き卵を混ぜ
塩・こしょうで味を整える。

③ごま油をひいたフライパン
に②の生地を入れ、両面に
焼き色がつくまで焼く。

④ゆずこしょう入りのポン酢
で食べる。

■スナップエンドウ
　　　　　　　10個  
■じゃこ　　　40ｇ
■小麦粉　大さじ１
■卵　　　　　１個
■塩　　　　　適量
■こしょう　　適量
■ごま油　　　適量
■ポン酢　　　適量
■ゆずこしょう適量

指宿の　　り彩
スナップエンドウ

観
光
客
を

　
　
　

フ
ァ
ン
に
す
る

主
な
品
種

ニムラサラダスナップ

効　
　

能

　体内でビタミンＡに変わる
β−カロテン、ビタミンＣな
ど、栄養のバランスもよい野
菜です。さやごと食べること
で、食物繊維もしっかり取る
ことができます。

学　

名

学名／Pisum sativum 
和名／スナップエンドウ
英名／Snap garden peas

栽
培
面
積

市栽培面積　約174ha
市生産農家　約700戸

（平成23年度）

出
荷
量
と
市
場
価
格

主　

産　

地

生
産
量

市生産量　2,016.6ｔ/年
（平成23年度）

JAいぶすき スナップエンドウ生産販売実績t 円/kg

H23・H24年数量 H23・H24年単価

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0 0

200
400
600
800
1,000
1,200
1,400

11月10月 12月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

鹿児島県
40%

熊本県
14%

愛知県
17%

福島県
6%

長崎県
10%

大分県 5%

その他 8%
作り方 材料（４人分）

おすすめ

レシピ旬 私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）
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銅メダル獲得に貢献
「情報」でチームを支えた薩摩おごじょ

　ロンドン五輪で28年ぶりにメダル
を獲得した全日本女子バレー。また、
五輪後の国内大会で３年ぶりに優勝
した久光製薬スプリングス。この華
やかな舞台の裏側で、データの収集
や分析を行い、チームを支えるアナ
リストとして活躍する新村さんに話
を伺いました。

久
光
製
薬
ス
プ
リ
ン
グ
ス
所
属

ア
ナ
リ
ス
ト　

新
村　

薫
さ
ん
（
町
区
出
身
）

　

ア
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
入
念
に
分
析

し
、
監
督
や
選
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

選
手
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
コ
ー
ト
に
立

て
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で
す
。

　

友
達
の
練
習
を
見
に
行
っ
た
事
が
き
っ

か
け
で
、
高
校
２
年
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め

ま
し
た
。
大
学
進
学
後
も
バ
レ
ー
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
２
年
の
時
に
監
督
か
ら

進
め
ら
れ
た
ア
ナ
リ
ス
ト
に
興
味
を
持
ち
、

本
格
的
に
学
び
始
め
ま
し
た
。

　

大
学
で
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
て
、
卒

業
後
は
国
内
や
海
外
チ
ー
ム
、
全
日
本
で

経
験
を
積
み
、
昨
年
夏
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
戦
。
大
会
中
は
、

寝
る
間
も
惜
し
ん
で
対
戦
相
手
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
ま
し
た
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も

選
手
と
同
じ
気
持
ち
で
戦
い
、
最
後
は
コ

ー
ト
上
で
選
手
と
と
も
に
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
で
き
た
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
国
内
大
会
で
は
、

私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
が
３
年
ぶ
り
に
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
今
の
チ
ー
ム
で
世
界

ク
ラ
ブ
選
手
権
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
国
内
リ
ー
グ
を
制

す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
、
世
界
で
戦
え

る
「
デ
ー
タ
バ
レ
ー
」
を
目
指
し
て
、
選

手
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
試
合
が

で
き
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

成人式実行委員会を
総括する役に就かせて
いただき、自分に課せ
られた責任の大きさを
知りました。

無事に式を終えられ
て、本当に安心しまし
た。これからの指宿、
鹿児島、そして日本を
先導して行く自信を持
てる１日になったと思
います。

VOICE

成人式実行委員長
川畑智史さん（脇）

久しぶりの再開に笑顔がこぼれる

５カ月間準備してきた実行委員会の皆さん

　

市
成
人
式
が
１
月
４
日
に
、
市

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
５
２
０
人
（
男
２
５
１
人
、
女

２
６
９
人
）。会
場
で
は
色
鮮
や
か

な
振
り
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
二

十
歳
の
誓
い
を
胸
に
大
人
へ
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
豊
留
市
長
が
、「
順
境

に
お
ご
ら
ず
、
逆
境
に
く
じ
け
ず
、

誠
実
に
た
く
ま
し
く
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
新
成
人
を
代
表
し
て

坂
元
大
志
さ
ん
（
堀
切
園
）
が
、

「
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し

て
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き

る
大
人
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
り
、
気
の
合

う
仲
間
で
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り

し
て
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　平成25年 
 成人式
新たな決意を胸に
大人への仲間入り

スタッフと五輪会場で
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最
近
、
池
田
湖
周
辺
の
集
落
や

市
街
地
に
お
い
て
、
畑
の
野
菜
や

ミ
カ
ン
な
ど
の
果
実
を
食
べ
た
り
、

人
家
の
周
辺
を
う
ろ
つ
い
た
り
す

る
サ
ル
の
目
撃
例
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

サ
ル
は
賢
く
て
器
用
な
た
め
、

決
定
的
な
被
害
対
策
方
法
は
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
サ
ル
の
生
態

を
よ
く
知
り
、
そ
の
行
動
を
理
解

す
る
こ
と
が
被
害
を
防
止
す
る
上

で
重
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
対
策

を
一
部
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
み

ん
な
で
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

お
互
い
協
力
し
合
っ
て
サ
ル
の

被
害
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

サ 

ル 

の 

生 

態

群
れ
て
行
動 

サ
ル
は
通
常
、
十
〜
数
十
頭
の

母
系
社
会
の
群
れ
を
形
成
し
、

餌
を
求
め
て
移
動
し
ま
す
。
オ

ス
は
成
長
す
る
途
中
で
単
独
行

動
を
と
り
、
他
の
群
れ
に
入
っ

た
り
、
は
ぐ
れ
ザ
ル
と
し
て
単

独
生
活
を
送
っ
た
り
し
ま
す
。

群
れ
の
行
動
範
囲
は
数
㎢
か
ら

30
㎢
程
度
で
、
餌
の
分
布
や
量

で
変
化
し
ま
す
。

行
動
時
間

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
活
動
す

る
昼
行
性
で
、
夜
間
に
は
行
動

し
ま
せ
ん
。

目
が
良
い

サ
ル
は
非
常
に
視
力
の
良
い
動

物
で
す
。
し
か
し
、
匂
い
や
音

に
は
そ
れ
ほ
ど
敏
感
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

記
憶
力
・
学
習
能
力
が
高
い

サ
ル
は
好
み
の
食
べ
物
が
あ
る

場
所
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
怖
く

な
い
人
の
こ
と
も
覚
え
ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ル
同
士
が
協
力
し

て
行
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。被　

害　
対　
策

〇
餌
を
減
ら
す

取
り
残
し
た
野
菜
や
捨
て
ら
れ

た
野
菜
く
ず
、
放
棄
さ
れ
た
果

樹
は
、
サ
ル
を
呼
び
寄
せ
る
格

好
の
餌
に
な
り
ま
す
。
野
菜
く

ず
等
は
早
め
に
適
切
に
処
分
し
、

サ
ル
の
餌
と
な
る
も
の
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

〇
畑
周
り
の
見
通
し
を
良
く
す
る

サ
ル
は
本
来
、
森
林
性
の
動
物

で
あ
る
た
め
、
見
通
し
の
良
い

開
け
た
場
所
を
嫌
い
ま
す
。
畑

周
辺
の
藪や

ぶ

を
切
り
払
う
こ
と
で

隠
れ
場
所
を
な
く
し
、
サ
ル
の

警
戒
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

〇
人
に
慣
れ
さ
せ
な
い

サ
ル
の
群
れ
が
珍
し
い
か
ら
と

い
っ
て
、
餌
を
や
る
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

サ
ル
が
集
落
に
近
づ
い
た
時
に

は
、
農
作
物
等
の
被
害
が
な
く

て
も
必
ず
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。

人
か
ら
追
い
払
わ
れ
ず
、
集
落

に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
被
害
は

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

〇
対
策
は
一
緒
に
、
み
ん
な
で
行

う野
菜
く
ず
を
処
分
し
、
周
辺
の

藪
を
切
り
払
う
だ
け
で
追
い
払

い
を
し
な
け
れ
ば
、
サ
ル
は
い

ず
れ
人
に
慣
れ
て
侵
入
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
追
い
払
い
を

し
て
も
、
野
菜
く
ず
や
放
置
果

樹
等
が
そ
の
ま
ま
で
は
、
そ
れ

ら
の
餌
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、

や
は
り
侵
入
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
個

別
に
や
る
の
で
は
な
く
、
一
緒

に
行
わ
な
け
れ
ば
効
果
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
人
だ
け

で
行
っ
て
も
や
は
り
効
果
は
上

が
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
並
行
し
て
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着

実
に
や
る
こ
と
で
、
初
め
て
効

果
が
表
わ
れ
ま
す
。

  
サ
ル
を
見
掛
け
た
ら

　

追
い
払
う
時
に
使
え
そ
う
な
物

が
近
く
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を

使
っ
て
積
極
的
に
追
い
払
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
１
人
で
は
な
く
複

数
人
で
行
う
方
が
効
果
は
よ
り
高

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
お
年
寄

り
や
女
性
、
子
ど
も
だ
け
の
場
合

は
、
サ
ル
が
怖
が
ら
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
威
嚇
し

て
向
か
っ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
サ
ル

に
近
づ
か
ず
、
直
接
目
を
合
わ
せ

な
い
よ
う
に
視
線
を
そ
ら
し
、
静

か
に
速
や
か
に
そ
の
場
を
離
れ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

〇
耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

　

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

〇
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

〇
総
務
課
危
機
管
理
室

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

サ
ル
の
生
態
と

農
作
物
等
の
被
害
に
注
意

サ
ル
の
出
没
が
増
え
て
い
ま
す

　

市
税
等
を
納
期
内
に
納
め
な
け
れ
ば
、

督
促
状
の
送
付
な
ど
の
経
費
に
余
分
な
税

金
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
等
の
な
い
よ
う
、
納
期
内
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
分
割
納
付
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。滞
納
を
放
置
せ
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
疾
病
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
、

生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

市
税
等
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
課
収
納
管
理
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
在
、
市
で
は
市
税
等
の
口
座
振
替
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、
市

内
各
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
納
税

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

みんなの納税がまちの発展につながります

２月は徴収強化月間
納
期
内
に
納
付
を

分
割
納
付
も
で
き
ま
す

 

滞
納
処
分
Ｑ
＆
Ａ 

　

滞
納
処
分
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
、
お
答
え
し
ま
す
。

▼�

納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
納
め
る
場
合
、

延
滞
金
は
？

△�

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
で
も
、
金
融

機
関
で
本
税
や
督
促
手
数
料
は
納
め
ら

れ
ま
す
が
、
延
滞
金
は
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
延
滞
金
は

消
え
る
こ
と
な
く
後
日
請
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
延
滞
金
だ
け
で
も
滞
納
処
分
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

借
金
が
あ
る
か
ら
税
金
が
払
え
ま
せ
ん

△�

法
律
に
よ
っ
て
、
税
金
は
全
て
の
債
務

に
優
先
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

借
金
な
ど
の
個
人
債
務
よ
り
、
税
金
の

支
払
い
が
優
先
さ
れ
ま
す
。（
地
方
税
法

第
14
条
）

▼�
い
き
な
り
差
し
押
さ
え
さ
れ
た
。
あ
ん

ま
り
で
は
な
い
か

△�
税
金
は
納
期
内
納
付
が
大
原
則
で
す
。

督
促
状
発
送
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
し
な
い
時
は
「
差
し
押

さ
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
地
方
税
法
第
３

　

３
１
条
）

▼�

差
し
押
さ
え
の
前
に
連
絡
を
く
れ
な
い
の
か

△�

差
し
押
さ
え
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

必
ず
督
促
な
ど
の
通
知
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
少
額
滞
納
で
も
差
し
押
さ
え
す
る
の
？

△�

金
額
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
差
し
押
さ

え
等
を
行
い
ま
す
。「
少
額
の
滞
納
だ
か

ら
差
し
押
さ
え
さ
れ
な
い
は
ず
」
と
い

っ
た
考
え
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

▼�

個
人
の
財
産
を
勝
手
に
調
べ
ら
れ
て
差

し
押
さ
え
さ
れ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
で
は
な
い
か

△�

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国
税
徴
収
法
・

地
方
税
法
に
基
づ
き
、
財
産
す
べ
て
に

対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
権
限
に
よ
り
調
査
を
受
け
た
金
融
機

関
等
の
関
係
機
関
は
、
協
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
を
優
先
し
て
滞
納

に
な
り
、
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

△�

差
し
押
さ
え
に
至
る
ま
で
、
再
三
の
催

告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
や
納
税
相

談
が
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
延
滞
金

も
含
め
全
額
納
付
さ
れ
な
い
限
り
、
差

押
解
除
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
額
の

見
直
し
な
ど
を
相
談
し
、
早
期
の
税
金

完
納
を
真
剣
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

調 査 先 調査内容 件 数

金融機関 口座の有無、取引状況の調査 5,736

勤 務 先 支払い給与額等の調査 16

税 務 署 国税還付金、収支内訳書等の調
査 3,850

法 務 局 土地、建物、法人登記等の調査 34

保険会社 加入状況、解約返戻金等の調査 8,551

合　　計 18,187

種 類 人数 件数

不 動 産 1 1

生 命 保 険 22 23

給 与 2 2

国税還付金 9 12

預 貯 金 50 51

合 計 84 89

平成24年度市の財産調査・滞納処分状況（平成24年11月30日現在）
財産調査 滞納処分

　２月は徴収強化月間です。税負担の公平性を保つために
も滞納処分を強化していきます。自主的な納期内納付に協
力してください。税金は、市の大切な自主財源です。自主
的に納期内納付していただくことが原則です。

問い合わせ先　税務課収納管理係　☎㉒2111（内線231）

減
免
制
度

口
座
振
替
納
税
を

食害を受けた果樹園

写真はイメージです
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安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）、１

隻
の
船
が
山
川
港
に
入
港
し
ま
し

た
。
船
長
は
勝
麟
太
郎
、
後
の
勝

海
舟
で
す
。
船
は
長
崎
海
軍
伝
習

所
に
所
属
す
る
「
咸か

ん
り
ん
ま
る

臨
丸
」
と
い

う
江
戸
幕
府
が
保
有
し
て
い
た
軍

艦
で
す
。

　

こ
の
船
に
日
本
人
乗
組
員
の
教

官
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
カ
ッ

テ
ン
デ
ィ
ケ
が
乗
船
し
て
い
ま
し

た
。
彼
は
そ
の
時
の
様
子
を
「
長

崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
」
と
い
う

本
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
以
下
は

そ
の
要
約
で
す
。

　

『
山
川
と
い
う
小
さ
な
港
に
錨い

か
り

を
下
ろ
し
た
が
、
港
の
中
央
で
は

数
百
尋ひ

ろ

に
及
ん
で
も
錨
が
底
を
つ

か
な
い
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
お
そ

ら
く
噴
火
口
の
跡
で
あ
ろ
う
。

　

我
々
は
午
前
中
、
港
の
付
近
を

散
策
し
た
が
、
目
の
前
に
展
開
す

る
景
色
の
美
し
さ
に
た
だ
た
だ
恍こ

う

惚こ
つ

と
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

翌
朝
は
藩
主
の
島
津
斉
彬
公
を

迎
え
る
た
め
に
万
端
の
用
意
を
整

え
た
。
日
本
人
た
ち
は
、
島
津
斉

彬
公
を
極
力
歓
待
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
そ
れ
は
同
公
が
将
軍
の
義

父
に
当
た
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

社
会
改
革
論
者
で
も
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

斉
彬
公
が
乗
船
す
る
と
、
21
発

の
礼
砲
が
数
分
間
響
き
渡
っ
た
。』

　

勝
麟
太
郎
と
斉
彬
と
の
会
談
が

終
わ
っ
た
そ
の
夜
、
鹿
児
島
に
向

か
う
た
め
、
山
川
港
沖
で
停
泊
し

て
い
た
咸
臨
丸
に
斉
彬
か
ら
伝
言

が
届
き
ま
す
。
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ケ

の
記
録
は
こ
う
続
い
て
い
ま
す
。

　

『
そ
の
日
の
夜
に
我
々
は
、
斉

彬
公
か
ら
翌
日
帰
路
の
途
に
つ
く

前
に
再
び
山
川
港
へ
入
港
す
る
よ

う
に
と
招
か
れ
た
。
斉
彬
公
が
こ

の
船
を
も
う
１
度
見
た
か
っ
た
か

ら
だ
。
翌
朝
、
午
前
８
時
に
出
発

し
正
午
に
山
川
港
に
入
っ
た
。
し

ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
斉
彬
公
が

や
っ
て
来
た
。
彼
は
私
に
い
ろ
い

ろ
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
応

接
室
に
来
る
よ
う
に
と
請
う
た
。

　

彼
は
と
り
わ
け
こ
の
町
の
防
備

を
も
っ
と
良
く
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
尋
ね
た
。』

　

そ
の
後
の
咸
臨
丸
は
、
幕
府
の

船
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を
往
復

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
戊

辰
戦
争
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、

軍
艦
と
し
て
の
機
能
は
他
艦
に
劣

り
、
既
に
運
送
船
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
咸
臨
丸
は
新
政
府

軍
に
よ
っ
て
拿だ

ほ捕
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
明
治
政
府
に
接
収
さ
れ
た

後
は
、
開
拓
使
の
輸
送
船
と
な
り

ま
し
た
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
２
月
24
日
ま
で
、企
画
展
「
指

宿
み
な
と
物
語

−

薩
摩
を
支
え
た

山
川
港

−

」
を
開
催
し
、
山
川
港

を
め
ぐ
る
数
々
の
歴
史
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

幕
末
の
山
川
港
物
語

〜
薩
摩
を
支
え
た
山
川
港
〜

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
81

報
恩

謝
徳

　

「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や

谷
の
鶯

う
ぐ
い
す　

歌
は
思
え
ど　

時
に
あ

ら
ず
と
声
も
立
て
ず
…
」。

　

「
早
春
賦
」
に
歌
わ
れ
る
よ
う

に
、
立
春
と
は
い
え
冷
た
い
風
が

肌
を
刺
し
ま
す
。

　

春
と
聞
け
ば
心
浮
き
立
ち
、
植

物
は
芽
吹
き
は
じ
め
、
生
き
も
の

が
「
静
」
か
ら
「
動
」
へ
と
移
っ

て
い
く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

寒
梅
の
花
色
が
ほ
の
か
に
暖
か

み
を
増
し
、
そ
し
て
立
春
で
す
。

中
国
が
原
産
地
の
梅
は
、
古
代
に

日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
輪
ご
と
に
春
が
近
づ
く
気
配

を
感
じ
さ
せ
、
万
葉
人
に
も
愛
さ

れ
た
梅
。
寒
風
の
中
で
凛り

ん

と
し
て

咲
く
姿
が
似
合
い
ま
す
。
木
々
の

冬
芽
は
日
々
膨
ら
み
、
新
し
い
芽

吹
き
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
な
ど
で
は
手
作
り
の
鬼

や
お
多
福
の
面
を
付
け
て
、「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
豆
ま
き
を
楽
し

む
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

節
分
は
季
節
の
分
か
れ
目
の
こ

と
で
す
。
本
来
は
二に

じ
ゅ
う
し
せ
っ
き

十
四
節
気
の

立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前

日
を
指
し
ま
す
が
、
今
で
は
立
春

の
前
だ
け
が
一
般
的
に
な
り
ま
し

た
。

　

近
年
、
節
分
に
丸
か
じ
り
す
る

巻
き
ず
し
「
恵え
ほ
う方
巻
き
」
が
人
気

に
な
り
ま
し
た
。

　

縁
起
が
い
い
方
角
に
向
か
っ
て

切
ら
ず
に
無
言
で
食
べ
る
と
、
幸

運
を
呼
ぶ
と
の
関
西
地
方
の
風
習

が
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
今
年
の

恵
方
は
南
南
東
。

　

二
十
四
節
気
は
１
年
を
約
15
日

ご
と
に
24
等
分
し
た
季
節
区
分
で
、

古
代
中
国
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

農
作
業
の
目
安
に
も
な
り
、
生
活

に
密
着
し
た
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
雨
水
（
２
月
19
日
）、啓け

い

蟄ち
つ

（
３
月
６
日
）、清
明
（
４
月
５

日
）
な
ど
、
す
べ
て
漢
字
二
文
字

な
が
ら
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
的

確
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

暦
の
上
で
は
春
。
遅
れ
て
い
た

土
手
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
や
っ
と
顔

を
出
し
ま
し
た
。
庭
の
ツ
ツ
ジ
は

マ
ッ
チ
棒
の
先
の
よ
う
な
赤
い
芽

を
付
け
、
動
植
物
は
季
節
ど
お
り

に
春
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

寒
暖
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
春

は
一
歩
ず
つ
や
っ
て
来
ま
す
。

二
月
の
声

  

歴
史
と
変
遷

　

歴
史
あ
る
指
宿
温
泉
祭
の
始
ま

り
は
、
今
か
ら
64
年
前
の
秋
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
以
後
、
長
き
に

わ
た
り
「
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
に

涌わ

き
出
る
豊
富
な
温
泉
の
恵
み
に

感
謝
し
、
泉
源
が
枯
渇
し
な
い
よ

う
に
祈
願
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
た
祭
り
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。　

　

湯
権
現
神
社
で
の
祭
典
や
神み

こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御

、
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り
を
軸
に
、

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
お
化
け
屋
敷
、

仮
装
行
列
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多

様
化
し
、
祭
は
時
代
と
共
に
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
38
年
、
花
火
大
会

の
実
施
を
機
に
夏
季
開
催
と
な
っ

て
か
ら
は
、
市
民
に
も
指
宿
市
最

大
の
夏
祭
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
祭
り
へ

の
参
加
者
の
減
少
は
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
温
泉
祭
は
「
花
火
を
見

る
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
い
う
市

民
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

  

後
世
に
誇
れ
る
祭
を

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成

20
年
10
月
、
温
泉
祭
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
の
祭
り
に
つ
い
て
協
議

す
る
、「
指
宿
の
祭
り
を
本
気
で
考

え
る
会
（
以
下
、
考
え
る
会
）」が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
や

指
宿
市
青
年
振
興
連
絡
協
議
会
、

山
川
・
開
聞
地
域
の
祭
り
関
係
者

の
ほ
か
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民

も
交
え
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

考
え
る
会
で
は
、「
指
宿
の
祭
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
声
を
反
映
し
、
夢
を
語

り
合
い
本
気
で
考
え
、
次
代
へ
誇

り
を
持
っ
て
残
せ
る
祭
り
を
自
分

た
ち
の
手
で
創
り
上
げ
よ
う
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
熱
心
に
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
温
泉

祭
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
声
を
聞

く
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

協
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
夏

の
祭
り
は
暑
す
ぎ
て
昼
の
時
間
帯

で
は
人
が
集
ま
り
に
く
い
」「
開
聞

や
枕
崎
の
祭
り
と
開
催
時
期
が
近

く
集
客
に
苦
労
し
て
い
る
」「
温
泉

の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
い
う
主
旨

を
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
る
べ
き
」

「
始
ま
っ
た
当
初
の
秋
祭
り
に
戻

し
て
は
」
と
い
う
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

考
え
る
会
で
の
協
議
や
ア
ン
ケ

ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
意

見
を
基
に
、
平
成
20
年
11
月
に
行

わ
れ
た
指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
夏
に
開
催

し
て
い
た
温
泉
祭
を
、
秋
の
開
催

へ
変
更
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
考
え
る
会
で
の

協
議
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
、
指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
で

開
催
時
期
を
変
更
し
ま
し
た
が
、

温
泉
祭
が
も
と
も
と
秋
に
開
催
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
い
市
民

も
多
く
、
今
で
も
開
催
時
期
に
関

す
る
意
見
が
実
行
委
員
会
に
い
く

つ
か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

開
催
時
期
の
検
討

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
温
泉
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
平
成

25
年
度
以
降
の
温
泉
祭
の
開
催
時

期
に
あ
た
り
、
指
宿
温
泉
祭
実
行

委
員
会
開
催
時
期
検
討
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
検
討
会
は
、
温
泉

祭
の
開
催
時
期
だ
け
で
は
な
く
、

日
ご
ろ
温
泉
祭
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
自
由
に
話
し
合

う
場
と
す
る
た
め
、
だ
れ
で
も
参

加
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
当
日
参
加
で
き
な
い

人
も
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

メ
ー
ル
や
文
書
で
意
見
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
話
し
合
い
の

内
容
も
含
め
た
結
果
を
報
告
し
ま

す
。

　

指
宿
温
泉
祭
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
、
後
世
に
誇
れ
る
祭
り
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会

開
催
時
期
検
討
会
】

■
日
時　

２
月
20
日（
水
）19
時
～

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
19
日（
火
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
・
意
見
提
出
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
０
１

指
宿
市
大
牟
礼
１

−

15

−

13

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
指
宿
市
青
年
振
興
連
絡
協

議
会
事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０

（
平
日
13
時
～
17
時
）

seishinren@
gm

ail.com

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

指
宿
温
泉
祭
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
～
祭
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
～ 21

咸臨丸
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まちの話題

　12月24日、ＪＲ指宿駅前広場でクリスマスイブ恒
例の「イブの夜にスキ焼き」が開催されました。会
場にはカレーライスや焼き鳥、おでんなどを販売す
る屋台が並び、特設ステージではフラや吹奏楽演奏、
ダンスコンテストなどさまざまなイベントが催され
ました。県産黒毛和牛や野菜をふんだんに使った１
杯200円のすき焼きの販売コーナーでは、準備した
300食が瞬く間に売れていきました。

　12月13日、指宿地区幼少年婦人防火委員会（藏薗
多鶴子会長）らが、魚見保育園に鼓笛セットを贈呈
しました。幼年消防クラブの活動を通して地域の防
災意識を育むため、宝くじの助成事業を活用したも
のです。藏薗会長は、「大切に使って練習し、いろい
ろな行事で立派な姿を見せてください」とあいさつ。
園児はさっそく、新しいドラムやシンバルなどを手
に取り、練習した曲を披露しました。

す き焼きに長蛇の列 小 さな鼓笛隊が大喜び
イブの夜にスキ焼きが開催 園児に鼓笛セットを贈呈

地元産の具材たっぷりのスキ焼き 真新しい楽器で演奏する園児たち

　丹波小学校の学校応援団が文部科学大臣表彰を受
賞しました。朝の校門でのあいさつ運動や昔遊び指
導、登校時の安全指導など、地域に密着した学校支
援が評価されたものです。12月17日、中村敬輔丹波
校区公民館長らは豊留市長に受賞報告に訪れました。
中村さんは、「活動を通して、学校と地域のつながり
が深まったと思う。今後も子どもたちに役立つよう
な活動をしていきたい」と喜びを語りました。

異 文化を料理で体験 地 域に根付いた活動評価
国際交流推進事業を実施 丹波小学校学校応援団が大臣表彰

皮作りに挑戦する参加者 熱唱する国際交流協力員ら会場で振る舞われるワイン 受賞を喜ぶ中村校区公民館長（中央）ら

プレゼントを手渡す中園さん（左） 歌でも観客を沸かせる県警察音楽隊

　中園久太郎商店（代表取締役中園雅治）が市内の
老人ホームや幼稚園など５施設に漬物を贈りました。
創業100年を迎えた同社が、地域に感謝の気持ちを
込めて企画。12月22日に徳光苑を訪れた中園さんら
が、高齢者向けに開発した漬物と、クリスマスケー
キを贈呈しました。中園さんは、「漬物を食べて元気
に過ごしてほしい」と入所者に手渡し、一足早いク
リスマスプレゼントに入所者らは笑顔でした。

　12月８日、山川文化ホールで「安全・安心いぶす
きふれあいコンサート」が開催されました。訪れた
市民ら約500人は、県警察音楽隊が奏でる息の合っ
た演奏や歌声に聴き入っていました。また、山川ツ
マベニ少年太鼓や山川中吹奏楽部も出演し、コンサ
ートを盛り上げました。同会場では、防犯ポスター
入賞作品の展示やパトカーの乗車体験なども行われ、
訪れた市民らは警察官との触れ合いを楽しみました。

漬 物食べてクリスマス 音 楽で警察官と触れ合う
中園久太郎商店から贈り物 ふれあいコンサートが開催

池田教育長にレシピを手渡す池増さん（中央右）

　指宿青年会議所（池増慎吾理事長）が、食生活改
善推進委員連絡協議会と共同で、レシピ本「指宿に
伝わるおばあちゃんの味」を作製しました。正月料
理の「ひら」や切干大根を使った「ふわふわ」など、
懐かしい料理10品を掲載。12月14日、本の贈呈式が
教育長室で行われ、後日、小・中学校を通じて配ら
れました。池増さんは、「本で親子の絆を深め、今の
食事のありがたさを知ってほしい」と話しました。

親 子で作って絆深めて
郷土料理のレシピ本を贈呈

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　12月24日、観光特急がつなぐ国際交流推進事業の一環として、異文化体験講座が山川文化ホールで行われま
した。講師に中国出身の川口ピンさんと宋

ソ ン ウ ェ イ

偉さんを招き、中国の家庭料理「水ギョーザ」作りに市民11人が参
加しました。参加者は、ひき肉やハクサイなどを混ぜ合わせ、具材を準備した後、ギョーザの皮作りにも挑戦。
生地を均等に丸く薄く広げる工程に苦戦しながらも、形よく出来ると自慢げに見せ合い笑顔でした。具材を包
む工程では、具材がはみ出したり、皮が破けたりと最初のうちは思うように包み込めず苦労しましたが、数を
重ねるごとに腕も上がり、おいしそうなギョーザがたくさん出来上がりました。参加した鎌田真由美さん（中小
路）は、「本場の人から学べてとてもおいしく、楽しく作れました」と話してくれました。
イブの夜に国際交流
　同日、ＪＲ指宿駅前広場では、イブの夜に国際交流が行われ、市内在住の外国人技能実習生ら94人が招待さ
れました。実習生らは、同会場で行われた「イブの夜にスキ焼き」の舞台で中国語や日本語で歌を披露し、市
民らと交流を深めました。また、鹿児島日豪協会からいただいたワインや午前中に作った水ギョーザも会場内
で振る舞われ、多くの市民らでにぎわいました。
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　早春の訪れを予感させる菜の花が咲き誇り、ＪＲ
西大山駅近くの畑では、見ごろを迎えた菜の花が訪
れる観光客の目を楽しませています。12月27日、指
宿温泉まちづくり公社や市の職員ら30人が、南国指
宿を全国にＰＲする観光キャンペーン用にと菜の花
の初摘み取りを行いました。菜の花は２月中旬まで
摘み取られ、延べ２万本が全国のイベント会場やホ
テルの装飾用として届けられます。

　12月29日、地元の新鮮な魚や野菜、水産加工物な
どが並ぶ恒例の山川ふるさと歳の市が、山川町漁協
水揚げ場と道の駅山川港「活

い

お海道」で催されまし
た。会場には正月用品を買い求める人が朝早くから
訪れ、生花や食材が次々に売れていきました。水揚
げ場では冷えた体を温めようと、焼き餅や茶ぶしの
配布に長い列ができ、マグロの解体ショーでは、捌

さ ば

きたての切り身が見物客に振る舞われました。

早 春の風を全国へ

正 月準備に市場にぎわう

菜の花の初摘み取り

大盛況の山川ふるさと歳の市

まちの話題

　11月10日、市内の飲食店で男性が突然心肺停止状
態になり、同席していた日高悦子さん（市山下）と
中村早苗さん（谷村上）が人工呼吸などの救急措置
を行い、一命を取り留めました。12月28日、２人の
人命救助に対し、指宿地区消防組合から感謝状が贈
られました。山下德明消防長は、「その場に居合わせ
ても実際に行うのは容易ではない。適切な処置をし
ていただき感謝します」と御礼を述べました。

　１月７日、浜児ヶ水区で伝統行事サンコンメが行
われました。若者らが五穀豊穣などと書かれた半紙
を張った笠をかぶり、硬貨が詰った約２ｍの竹筒を
担ぎ勢いよく回ります。回り疲れて地面に放り出す
と竹筒の割れ目から硬貨が飛び出し、集まった子ど
もたちは競って拾いました。濵田竜誠さん（東道）
は、「竹を回すのは重たいけど楽しい。地区の伝統行
事として今後も大切にしたい」と話しました。

命 を救った一瞬の判断

１ 年の幸せを祈る

救急人命救助に対し感謝状

浜児ヶ水区でサンコンメ

感謝状を手にする中村さん（中央左）と日高さん

割れた竹筒に一斉に集まる子どもたち

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　岡山湯郷B
ベ ル

elleで活躍する本市出身の福元美穂選手
が、ロンドン五輪での応援や祝賀会のお礼として、
市内の小学校にサッカーボール100個を贈りました。
　１月16日、柳田小で贈呈式が行われ、後援会事務
局長から福元選手のメッセージとともにボールが届
けられました。５年生の秋元京美さん（北十町）は、
「福元選手は私たちの誇りです。みんなで夢や目標
に向かって頑張ります」とうれしそうでした。

　１月14日、小正月行事の「ダセチッ」が利永区で
行われました。児童や幼児ら34人が、センダンの木
で作った70～80㎝の「ダセボー」を持って新婚家庭
や婚約した家族がいる家庭を訪れます。子どもたち
は輪になり「ダーセン、ツギナッタ…」と唱えなが
ら、棒で地面を突いて子宝を願いました。昨年２月
に結婚した松浦朋代さん（市山下出身）は、「子ども
たちに祝ってもらいうれしかった」と笑顔でした。

応 援のお礼に100個のボール

地 を突き、子宝願う

福元選手がサッカーボール贈呈

利永区で正月行事ダセチッ

福元選手、ありがとう

輪になり地面を突く子どもたち

早朝から鰻池蔵に訪れる参拝者ら

願いを込めて植え付ける関係者

　１月15日・16日、鰻地区で地蔵堂祭り「ウナッメ
イ（鰻参り）」があり、故人の家族や親戚らが参拝に
訪れました。鰻地区には火山の噴気孔が多いことか
ら、この世とあの世をつなぐ入り口があるといわれ、
この日は黄

よ み

泉の蓋
ふ た

が開き、故人の魂が自由に往来で
きると伝えられています。早朝から鰻池のほとりに
ある鰻地蔵では、線香をたき、手を合わせながら故
人に語りかける参拝者の姿が多く見られました。

　１月10日、市葉たばこ振興会（前田一正会長）ら
が、平成25年産葉たばこの種まきを山川・開聞両地
区の育苗ハウスで行いました。開聞地区では関係者
ら約20人が集まり、ハウス内に準備された約500箱
の育苗床に、腐葉土を混ぜた種を一握りずつまいて
いきました。苗は２月上旬に農家へ配布され両地区
で約27haの畑に栽培。５月から収穫され、乾燥、貯
蔵を経て８月から11月に出荷を予定しています。

故 人偲
し の

び合わせる手

良 質の葉たばこ生産を願う

鰻地区でウナッメイ

平成25年産葉たばこの種まき

１本１本丁寧に摘み取られる菜の花

新鮮な食材を買い求める来場者
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Information情報掲示板

■
期
日　

２
月
16
日（
土
）〜
17
日

　
（
日
）１
泊
２
日
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

高
千
穂
峡
（
宮
崎
県
）、

　

南
阿
蘇
（
熊
本
県
） 

■
集
合　

７
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿
（
バ
ス
で
移
動

し
ま
す
。）

■
指
宿
着
予
定　

17
日（
日
）18
時

■
距
離　

両
日
と
も
約
８
〜
10
㎞

■
参
加
料　

○
会
員　
　

１
８
，０
０
０
円

○
非
会
員　

２
０
，０
０
０
円

※
バ
ス
・
食
事
・
宿
泊
費
等
含
む

■
申
込
締
切
日　

２
月
12
日（
火
）

　

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

3月

情報掲示板 いぶすき 
Information

   

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

2月

■
日
時　

２
月
17
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
今

年
度
協
会
未
登
録
者
の
人
は
、

１
人
５
０
０
円
で
協
会
登
録
が

必
要
）

■
試
合
方
法　

６
人
制

■
申
込
締
切
日　

２
月
11
日（
月
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

　

指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

会
長　

新
山
冨
貴
子

　

☎
㉔
４
５
０
１

催
し

2013

2013

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

「
山
川
港
」
の
謎
に
迫
る
！

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
開
催
中
の
企
画
展
「
指
宿

み
な
と
物
語
〜
薩
摩
を
支
え
た
山

川
港
〜
」
に
合
わ
せ
て
、
山
川
港

の
歴
史
を
ひ
も
と
く
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

山
川
港
は
池
田
湖
や
鰻
池
と
同

様
に
、
火
山
の
噴
火
口
の
一
つ
で
、

大
き
さ
や
地
形
的
に
「
山
川
マ
ー

ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
南
薩
地
域
の
火
山
研

究
者
の
成
尾
氏
に
よ
る
最
新
情
報

を
交
え
た
、
山
川
港
の
知
ら
れ
ざ

る
謎
に
迫
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
23
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

「
火
山
の
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
〜
鶴
の
港
誕
生
の
謎
〜
」

■
講
師　

成
尾
英
仁
氏
（
鹿
児
島

県
立
武
岡
台
高
校
教
諭
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

星
空
観
察
会
⑥

冬
の
星
座
を
見
て
み
よ
う
！

　

冬
の
夜
空
は
、
と
て
も
澄
み
き

っ
て
い
て
、
星
の
輝
き
も
一
段
と

き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
南
の
空
に

は
オ
リ
オ
ン
座
や
ふ
た
ご
座
が
、

天
の
川
を
挟
ん
で
輝
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
い
ぬ
座
の
プ
ロ
キ
オ

ン
や
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
、

オ
リ
オ
ン
座
の
ペ
テ
ル
ギ
ウ
ス
が

「
冬
の
大
三
角
」
を
形
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
親
子
で
、
冬

の
星
座
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
23
日（
土
）19
時
30

分
〜
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
講
師　

森
永
成
一
氏
（
開
聞
中

学
校
教
諭
）

■
内
容　

冬
の
星
座
探
し
、
木
星

の
天
体
望
遠
鏡
観
察

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
資
料
代
）

■
そ
の
他　

防
寒
対
策
を
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

篤姫のひなまつり展

珠雛の絵付け体験３月24日（日）まで

申し込み・問い合わせ先　社会教育課文化係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ内）　☎㉓5100

■日時　３月２日（土）・３日（日）９：00〜17：00
※受付時間は、16時30分まで
■場所　時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ２階
■対象　一般　　
■材料代　1,000円（男雛・女雛の一組）
■内容　陶器製の湯のみサイズの珠雛に、好きな

色で絵付けを行います。当日に自宅へ持ち帰
り、ひな飾りとして飾ることができます。

■指導者　四元誠氏（琴
こ と な り ど う

鳴堂の陶芸家、時遊館
COCCOはしむれオリジナルグッズ制作者）

■申込方法　電話で申し込んでください。
※学童や団体で体験希望する場合は、事前に予約

をしてください。

時遊館COCCOはしむれ１階ロビー
９：00〜17：00
時遊館COCCOはしむれ収蔵のひな壇飾
りや土人形を展示しています。また、ひな
人形のルーツや飾り方について分かりやす
くパネルで紹介しています。

場所

時間

内容

24
31

 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

高
千
穂
峡
＆
南
阿
蘇

ウ
オ
ー
ク

■
日
時　

２
月
24
日（
日
）13
時
15

分
〜
16
時
45
分

■
集
合　

指
宿
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ

テ
ル

■
参
加
料　

１
，０
０
０
円

■
定
員　

25
人

■
内
容　

○
温
泉
の
入
り
方
、
入
浴
体
験

○
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
用
し
た
、

セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

■
持
っ
て
く
る
も
の　

バ
ス
タ
オ

ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
着
替
え
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

腕
や
膝
の
部
分
が
ま

く
れ
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
電
話
ま
た

は
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
駅
前
事
務
所

　

☎
㉔
３
２
０
０

　

FAX
㉔
３
２
２
０

　

市
観
光
協
会
で
は
、
指
宿
の
食

材
を
通
し
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。
ま
た
、
温

泉
の
楽
し
み
方
や
セ
ル
フ
マ
ッ
サ

ー
ジ
体
験
の
モ
ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

 

■
日
時　

２
月
17
日（
日
）13
時
〜

15
時
15
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

50
人

■
内
容　

①
食
と
健
康
に
つ
い
て
の
講
座

②
熱
帯
果
樹
の
講
座
、
試
食

■
講
師　

①
渡
辺
千
佳
子
氏
（
マ
ダ
ム
・
ボ

ー
研
究
所
代
表
）

②
石
畑
清
武
氏
（
鹿
児
島
大
学
名

誉
教
授
）

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

モ
ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
＆
モ
ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

指
宿
の
食
や
温
泉
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

　時遊館ＣＯＣＣＯはしむれでは、日本の伝統行事の一つであるひなま
つりに合わせて、「篤姫のひなまつり展」を開催しています。
　家族みんなで、楽しいひなまつりの思い出づくりはいかがでしょうか。

た ま び な
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Information情報掲示板

　

南
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
で

は
、
南
薩
地
域
で
生
産
さ
れ
た
ソ

ラ
マ
メ
、
実
エ
ン
ド
ウ
、
茶
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
タ
ン
カ
ン
、
キ
ン
カ

ン
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
和
食
の

食
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
か
ら
の
一
言
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
農
林
水
産
物
の
展
示・

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
２
日（
土
）18
時
30

分
〜
20
時
30
分

■
場
所　

指
宿
海
上
ホ
テ
ル

産
地
直
送
！

南
薩
摩
の
春
を

味
わ
う
食
の
夕
べ

■
参
加
料　

２
，５
０
０
円

■
定
員　

先
着
30
人　

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
者
の
氏
名
お

よ
び
連
絡
先
を
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
15
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

（
指
宿
市
十
二
町
駐
在
）

　

担
当　

野
間

　

☎
㉒
６
４
２
２

　

FAX
㉔
３
３
５
７

　

木
市
振
興
会
で
は
、
果
物
か
ら

草
花
の
苗
木
ま
で
た
く
さ
ん
取
り

そ
ろ
え
、
春
の
木
市
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

３
月
10
日（
日
）〜
24
日

　
（
日
） 

■
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

■
場
所　

弥
次
ヶ
湯
温
泉
駐
車
場

隣		


問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

自
宅
の
古
文
書
や
掛
け
軸
を
、
害

虫
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
収
蔵
資
料
を
虫
食
い
な
ど

か
ら
守
る
た
め
に
、
特
別
な
薬
剤

を
使
っ
た
、
く
ん
蒸
処
理
を
行
っ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
指
宿
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
山
川
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
、

登
録
代
替
給
食
調
理
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名 

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
人

■
勤
務
内
容　

学
校
給
食
の
調
理

お
よ
び
食
器
洗
浄
、
配
送
な
ど

■
勤
務
先　

指
宿
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
山
川
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

■
勤
務
条
件 

○
勤
務
日　

給
食
実
施
日
の
う
ち
、

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
要
請
の
あ

る
日

○
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
15
時

30
分
（
途
中
１
時
間
の
休
憩
あ

り
）

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
最
近

撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し
た
上

半
身
写
真
を
貼
り
、
指
宿
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
山
川
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
本
人
が
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、

面
接
を
実
施
し
、
登
録
者
を
決

定
し
ま
す
。

※
受
付
と
面
接
は
随
時
実
施
し
ま

す
が
、
必
要
登
録
者
数
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

登
録
代
替
給
食
調
理

員
と
は
、
給
食
調
理
員
が
他
業

務
等
に
従
事
し
た
り
病
気
で
休

ん
だ
り
し
て
、
調
理
員
が
不
足

し
た
と
き
に
臨
時
的
に
出
勤
し
、

給
食
調
理
・
食
器
洗
浄
等
に
従

事
し
ま
す
。
代
替
業
務
が
発
生

し
た
場
合
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
登
録
者
に
連
絡
が
あ
り
ま

す
。

※
登
録
し
た
人
す
べ
て
に
業
務
が

発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉗
１
５
３
０

○
山
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉞
２
５
４
０

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

給
食
調
理
員

て
い
ま
す
。
自
宅
に
あ
る
古
文
書

や
古
い
手
紙
、
写
真
な
ど
を
当
館

で
一
時
預
か
り
、
専
門
員
が
く
ん

蒸
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
大
切
な
宝
物
を

害
虫
か
ら
守
り
、
次
の
世
代
へ
と

伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
４
日（
月
）〜

２
月
25
日（
月
）

■
持
込
場
所　
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

■
持
込
可
能
品　

古
文
書
、
掛
け

軸
、
手
紙
、
写
真
、
鏡
、
刀
や

甲か
っ
ち
ゅ
う冑
な
ど
の
武
具
、
軍
服
な
ど

※
形
が
大
き
い
場
合
は
、
相
談
の

上
、
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
手
数
料　

無
料

■
く
ん
蒸
予
定
日　

３
月
上
旬

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小･

中
学
校
で
特
別
な
教
育
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
に
、
学
習
面

や
生
活
面
で
の
支
援
を
行
う
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
人
数　

若
干
名

■
応
募
資
格

○
本
市
ま
た
は
近
郊
に
在
住
し
、

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

○
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員

免
許
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
人
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

る
能
力
を
持
ち
、
子
ど
も
と
接

す
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た

こ
と
が
あ
る
人

■
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
未
満

※
勤
務
時
間
帯
は
学
校
の
教
育
課

程
に
よ
る

■
勤
務
日
数　

年
間
２
０
０
日
程

度
■
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

面
接
（
３
月
初
旬
実
施
予
定
）

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

上
半
身
の
写
真
を
貼
り
、
郵
送

ま
た
は
本
人
が
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

２
月
22
日（
金
）

必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−
０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
地
雷
撤
去
支

援
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
支
援
品

を
集
め
て
換
金
し
、
来
年
２
月
に

現
地
の
地
雷
撤
去
団
体
や
病
院
へ

届
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
集
め
て
い
る
支
援
品

○
書
き
損
じ
、
ま
た
は
未
投
函
の

は
が
き

○
未
使
用
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

○
未
使
用
の
切
手

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
１
４

−

０
０
０
２

福
岡
市
早
良
区
西
新
一
丁
目
７

−

10

−

７
０
２

　
（
財
）カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　

☎
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５

　

県
で
は
、
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
、
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
鹿
児
島
市
で
開
催
し

ま
す
。
開
催
に
伴
い
、
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
19
日（
日
）８
時
〜

■
参
加
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
の

規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

ま
た
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
、
そ
の
取
得
の

対
象
に
準
ず
る
程
度
の
障
害
が

あ
る
人

○
県
内
に
居
住
す
る
年
齢
13
歳
以

上
の
人
（
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
）

○
大
会
出
場
の
同
意
書
を
事
前
に

提
出
で
き
る
人

○
大
会
参
加
前
に
、
競
技
出
場
に

つ
い
て
医
師
の
診
断
を
受
け
、

出
場
可
能
と
認
め
ら
れ
た
人

■
競
技
種
目　

陸
上
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、
水
泳
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
申
込
期
限　

３
月
６
日（
水
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

春
の
木
市

特
別
支
援
教
育

支
援
員

地
雷
撤
去
の
た
め
に

書
き
損
じ
は
が
き
等

募
集

県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

　市教育委員会では、平成25年度学校給
食用の食材納入事業者を募集します。
■申込資格　各学校給食センターで使用

する食材の数量を納入できること。
■申込方法　指宿学校給食センターで指

定願書を受け取り、関係書類を添えて提
出し、登録の指定を受けてください。

■納入場所　指宿学校給食センターまた
は山川学校給食センター

■申込締切日　２月22日（金）17時まで
申し込み・問い合わせ先
　指宿学校給食センター　☎㉗1530

　いぶすき花き振興連絡会では、いぶすきフラワー
コンテスト入賞作品の展示会を開催します。
　また、スプレーギク、輪ギク、バラ、カーネーシ
ョン、観葉植物などたくさん取りそろえ、即日販売
をします。ぜひお立ち寄りください。

■期間　３月１日（金）〜３日（日）
■時間　１日の14時15分から
※販売は無くなり次第終了
■場所　フラワーパークかごしま
　　　　イベントホール
※フラワーパークかごしまの入園料として高校生以

上600円、小・中学生300円が必要です。
問い合わせ先
　農政課営農振興係　☎㉒2111（内線713）

給食食材の　　
　納入指定業者

指定登録 いぶすきフラワーコンテスト

作品展示・即売会

家
宝
の
く
ん
蒸
処
理
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Information情報掲示板

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

事
業
財
政
健
全
化
計
画
の
原
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

に
基
づ
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。
多

く
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
の
場
所

〇
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

○
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課

　

健
康
福
祉
係

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.city.ibusuki.lg.jp

■�

意
見
等
の
募
集
期
間

　

２
月
８
日（
金
）～
３
月
11
日（
月
）

　

必
着

■�

意
見
等
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

　

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

所
定
の
様
式
は
、
公
表
の
場
所

　

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

　

あ
り
ま
す
。

〇�

郵
送

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
健
康
増
進
課
健
康
保
険

係
〇
FAX
㉔
４
３
４
２

〇　

shim
in-kenko@

city.

　
　
　
　
　
　
　

  ibusuki.lg.jp

〇
直
接
持
参

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係
ま
た

　

は
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉

　

課
健
康
福
祉
係

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

　

ま
せ
ん
。

■
意
見
等
の
取
り
扱
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

　

「
指
宿
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

　

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ

　

い
て
取
り
扱
い
、
実
施
方
針
策

　

定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

原
案
に
ご
意
見
を

■
貸
付
額
（
月
額
）

○
指
宿
市
奨
学
資
金

　

大
学
生
・
高
等
専
門
学
校
生
は

　

５
万
円
、
専
修
学
校
生
・
高
等

　

学
校
生
は
２
万
円

○
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

　

３
万
円

■
貸
付
期
間　

正
規
在
学
期
間

■
申
込
締
切
日　

４
月
19
日（
金
）

■
提
出
書
類

○
奨
学
資
金
申
込
書
（
本
人
記
入
）

○
奨
学
生
推
薦
書
（
大
学
生
な
ど

は
卒
業
し
た
高
等
学
校
長
等
、

高
校
生
は
卒
業
し
た
中
学
校
長

等
が
記
入
）

○
在
学
証
明
書
（
大
学
な
ど
の
学

部
長
、
学
校
長
が
発
行
し
た
も

の
）

※
在
学
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
入

学
後
の
提
出
で
可

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
県
が
行
っ
て
い
る
少
子
化

対
策
「
世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
独
身
男

女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
結

い
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

３
月
３
日（
日
）13
時
～

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご

し
ま

■
参
加
料　

１
，５
０
０
円（
入
場

料
含
む
）

■
定
員　

男
女
各
25
人

■
対
象
者　

25
歳
～
50
歳
ま
で

■
応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
係

　

上
村
悦
子

　

☎
０
９
０-

３
０
７
４-

５
０
７
３

　

FAX
㉜
２
３
２
４

　

平
成
25
年
度
の
指
宿
市
奨
学
資

金
お
よ
び
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

の
貸
し
付
け
（
い
ず
れ
も
償
還
が

必
要
）
を
行
い
ま
す
。

　

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
申
込
締

切
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
募
集
人
員　

と
も
に
若
干
名

■
奨
学
生
の
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
３
年
以
上
本
市
に
住
ん
で
い
る

　

人
の
子
弟

②
次
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

○
指
宿
市
奨
学
資
金

　

４
年
制
以
上
の
大
学
、
専
修
学

　

校
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学

　

校
○
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

　

修
学
年
限
４
年
以
上
の
大
学
。

　

た
だ
し
、
大
重
奨
学
資
金
に
つ

　

い
て
は
、
水
産
大
学
校
、
職
業

　

能
力
開
発
大
学
校
、短
期
大
学
、

　

看
護
師
学
校
・
養
成
所
、
３
年

　

制
の
専
門
学
校
、
４
年
制
以
上

　

の
高
等
専
門
学
校
も
対
象

③
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

　

ら
れ
る
人

④
学
業
、
素
行
が
優
秀
で
身
体
が

　

丈
夫
な
人

　

ニ
ワ
ト
リ
、
ヤ
ギ
、
イ
ノ
シ
シ
、

馬
、
ミ
ニ
ブ
タ
な
ど
を
飼
養
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
所
有
者
や
農
場

の
情
報
等
に
つ
い
て
、
年
１
回
県

に
定
期
報
告
を
す
る
こ
と
が
法
律

に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

２
月
１
日
時
点
で
、
対
象
と
な

る
家
畜
等
を
１
頭
（
羽
）
で
も
飼

養
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
動
物
が
家

畜
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
報
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

報
告
用
の
様
式
は
、
市
役
所
の

各
庁
舎
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
対
象
と
な
る
家
畜
等

　

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
め
ん
羊
、

　

ヤ
ギ
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ワ

　

ト
リ
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ

　

ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、

　

七
面
鳥
な
ど

■
報
告
の
内
容

○
家
畜
等
の
所
有
者
の
氏
名
お
よ

　

び
住
所

○
農
場
（
飼
養
し
て
い
る
場
所
）

　

の
所
在
地

○
家
畜
等
の
種
類
お
よ
び
頭
羽
数

○
畜
舎
の
数

○
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
状

　

況　

な
ど

■
報
告
の
期
限

○
４
月
15
日（
月
）ま
で

　

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
め
ん
羊
、

　

ヤ
ギ
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ

○
６
月
14
日（
金
）ま
で

　

鳥
類
（
ニ
ワ
ト
リ
、
ア
ヒ
ル
、

　

ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

　

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥
）

■
様
式
の
配
布
場
所
お
よ
び
提
出

先
○
農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

　

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

○
市
役
所
総
合
案
内

○
山
川
庁
舎
地
域
振
興
課

○
開
聞
庁
舎
地
域
振
興
課

※
報
告
書
に
は
押
印
が
必
要
な
た

　

め
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

　

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

お
知
ら
せ

「
結
い
の
集
い
」
の

参
加
者

　

市
で
は
、
公
有
財
産
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
次
に
記
載
し

た
事
項
を
承
諾
の
上
、
入
札
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
札
申
込　

○�

入
札
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

　

す
。
個
人
（
市
外
在
住
で
も
可
）、

　

複
数
人
（
共
有
名
義
）、法
人
い

　

ず
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○�

入
札
に
参
加
す
る
に
は
、「
入
札

案
内
書
」
を
入
手
し
、
事
前
に

入
札
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

入
札
案
内
書
は
、
問
い
合
わ
せ

　

先
窓
口
か
、
郵
送
で
入
手
で
き

　

ま
す
。

○�

郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
、

郵
便
書
留
に
て
、
申
込
締
切
日

必
着
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
現
地
説
明
会
日
時

　

２
月
14
日（
木
）14
時

※
現
地
集
合
で
す
。

■
入
札
参
加
申
込
締
切
日

　

２
月
21
日（
木
）17
時
ま
で

■
入
札
・
開
札
の
日
時
・
場
所

　

２
月
28
日（
木
）10
時

　

指
宿
庁
舎
２
階
中
会
議
室

■
入
札
当
日
に
持
参
す
る
も
の

○�

入
札
保
証
金

　

入
札
に
参
加
す
る
人
が
見
積
も

　

っ
た
入
札
金
額
の
５
％
以
上
に

　

相
当
す
る
現
金
ま
た
は
銀
行
振

　

出
小
切
手

○
本
人
の
実
印

　

代
理
人
が
入
札
に
参
加
す
る
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
（
認
印
も
可
）

○
２
０
０
円
の
収
入
印
紙

　

法
人
ま
た
は
個
人
営
業
者
の
み

　

必
要

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
財
政
課
財
産
契
約
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

■��

売
却
す
る
物
件　

�　

�

地
番　

新
西
方
字
平
原
７
９
２

　

番
５
（
２
，７
５
２
・
68
㎡
）

　

地
目　

宅
地

　

予
定
価
格　

非
公
開

㈱ジャパン
ヘルスサミット

新西方分団
車庫

新西方
保育園

指宿市農業
加工組合
指宿市農業
加工組合

指宿教育
会館

　
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
財
政
健
全
化
計
画

市
の
奨
学
生

家
畜
等
の
飼
養
報
告

公有財産を
売却します
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Information情報掲示板

　

開
聞
地
域
で
は
、
粗
大
ご
み
の

収
集
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
粗
大

ご
み
収
集
所
が
設
置
さ
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
地
区
公
民
館
長
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
日

○
２
月
22
日（
金
）

　

仙
田
区
・
上
野
区

○
２
月
27
日（
水
）

　

十
町
区
（
た
だ
し
、
松
原
田
集

落
を
除
く
）

■
ご
み
出
し
時
間　

７
時
～
８
時

30
分

■
ご
み
の
出
し
方　

「
燃
え
る
も

の
」
と
「
燃
え
な
い
も
の
」
に

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
所
に
出
せ
な
い
も
の

○
特
定
家
電
ゴ
ミ　

テ
レ
ビ
、
冷

蔵（
凍
）庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

○
危
険
ご
み　

医
薬
品
、農
薬
類
、

消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
ピ
ク
リ
ン
缶
な
ど

○
有
害
ご
み　

塗
料
類

○
処
理
困
難
ご
み　

バ
イ
ク
、
タ

イ
ヤ
、
農
機
具
、
農
機
具
部
品
、

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
パ
イ
プ
な
ど

※
販
売
店
や
専
門
業
者
へ
処
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
ご
み　

事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み

■
注
意
事
項

○
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

の
は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
粗
大
ご
み

は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
扉
の
あ
る
も
の
は
、
開
か
な
い

よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
分
解
す
る
な
ど
小

さ
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
時
間
外
に
出
さ
れ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

 

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　指宿税務署では、平成24年分所得税確定申告の相談および申告書の受付を次のとおり開設し
ます。所得税は、納税者自身が所得金額や納税額を正しく計算して納税する申告納税制度を採
用しています。申告と納税は、期限内に必ず済ませてください。

正しくお早めに
　 所得税の確定申告

期　間 ２月18日（月）～３月15日（金）

e-Tax
（国税電子申告・ 
　　 納税システム）

時　間 平日の９：00～16：00
場　所 指宿税務署

■注意事項
　申告期限が間近になると、申告会場は大変混雑し、
　手続きに時間が掛かる場合もあります。確定申告書
　の提出は郵送等でもできますので、早めの申告をお
　願いします。
※還付申告の相談および申告書の受付は、２月15日以
　前でも行っています

問い合わせ先　
　指宿税務署調査部門　☎㉒2548
　※自動音声案内に従い「２」を押してください。
　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

　国税庁ホームページでは、ｅ‐Ｔａｘを利用
して確定申告書を簡単に作成できる「確定申告
書等作成コーナー」を開設しています。
　ｅ‐Ｔａｘを利用すると、自宅や会社からイ
ンターネットを利用して申告、申請・届出等が
できます。また、ＡＴＭやインターネットバン
キング等を利用して納税することもできます。
　なお、ｅ‐Ｔａｘを利用するときは、初期登
録等の手続きが必要になります。
※詳しくは、問い合わせてください。

開
聞
地
域
の
粗
大
ご
み
収
集

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
86

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
人
権

　

日
本
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
患

者
の
報
告
数
は
毎
年
千
人
を
超
え
、

県
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ

イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
て
い
る
人
が
少
な
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

病
気
へ
の
恐
怖
や
同
じ
皿
か
ら

の
食
事
、
風
呂
に
一
緒
に
入
る
、

手
を
握
る
な
ど
の
行
為
で
感
染
す

る
と
い
っ
た
誤
っ
た
知
識
の
た
め

に
、
感
染
者
や
患
者
に
人
権
侵
害

が
生
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
者
や
患
者
の
人
々
は
、
病

気
と
周
り
の
偏
見
に
よ
っ
て
二
重

の
苦
し
み
を
背
負
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
エ

イ
ズ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
、
誰
も
が
健
康
に
生
き
る

権
利
を
尊
重
さ
れ
る
偏
見
の
な
い

社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

２
月
14
日（
木
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

開
聞
庁
舎
２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　

冬
は
、
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用

に
よ
り
、
夏
と
並
ん
で
１
年
で
最

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
多
い
季
節

で
す
。

　

今
一
度
、
家
庭
・
職
場
等
で
の

見
直
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
と
効
果
が
一
目
瞭
然
で
す
。

節
約
に
も
効
果
的
な
省
エ
ネ
術
を

紹
介
し
ま
す
。

■�

エ
ア
コ
ン

　

室
温
は
20
℃
を
目
安
に
、
必
要

　

な
時
の
み
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ま

　

し
ょ
う
。
窓
の
開
閉
を
少
な
く

　

し
て
、
扇
風
機
を
併
用
す
る
と

　

効
果
的
で
す
。

■
冷
蔵
庫

物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
ず
、
開
閉

の
回
数
を
減
ら
し
、
冬
の
間
は
、

温
度
設
定
を
「
弱
」
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

■
照
明
器
具

不
要
な
照
明
は
切
り
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
型
に
替
え
て
、
小
ま
め

に
切
り
ま
し
ょ
う
。
器
具
を
掃

除
す
る
こ
と
で
明
る
さ
は
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

■
テ
レ
ビ

つ
け
っ
放
し
に
要
注
意
。
消
す

と
き
は
主
電
源
も
切
り
ま
し
ょ

う
。

■
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
こ
た
つ

最
低
限
の
広
さ
と
温
度
で
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
や

こ
た
つ
の
下
に
断
熱
マ
ッ
ト
を

敷
く
と
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

■
洗
濯
機

少
量
の
洗
濯
物
を
毎
日
洗
う
の

で
は
な
く
、
洗
濯
機
の
容
量
に

合
わ
せ
て
洗
濯
回
数
を
少
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

■
電
子
レ
ン
ジ

野
菜
の
下
ご
し
ら
え
に
電
子
レ

ン
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
ガ

ス
代
の
大
幅
な
節
約
に
な
り
ま

す
。

 　

市
で
は
、
地
域
の
中
で
率
先
し

て
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む

た
め
、「
指
宿
市
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
が
行
う
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
活
動
等
を
対
象
と
し

て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
排
出
量
削
減
目
標
を
達
成

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
５
％
削

減
す
る
（
平
成
18
年
度
比
）
目
標

を
立
て
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
左
の
表
の
と
お
り
、

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

市
役
所
の
取
り
組
み

温室効果
ガスの種類

排出量（kg-CO2） 比較
（%）

18年度 23年度
二 酸 化 炭 素 8,456,013 7,586,519 △ 10.3

メ　 タ　 ン 15,861 14,816 △ 6.6

一酸化二窒素 222,277 207,631 △ 6.6
合 　 計 8,694,151 7,808,966 △ 10.2

■温室効果ガスの排出状況

総家庭用
電力消費量
1,909億kWh

エアコン
25.2%

冷蔵庫
16.1%

照明器具
16.1%

テレビ
9.9%

温水洗浄
便座
3.9%

電気
カーペット
4.2%

衣類乾燥機
2.8%

食器洗浄
乾燥機
1.6%

その他
20.2%

（出典：資源エネルギー庁）
家電製品別の消費電力の比較 で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
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近
、
車
で
指
宿
駅
前
の
中

　
　
　

央
通
り
か
ら
指
宿
駅
方
面

へ
出
掛
け
た
時
、
正
面
に
見
え
た

駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご

く
き
れ
い
で
し
た
。

　
　

（
57
歳　

ミ
ツ
ば
あ
ば
あ
）

　
　
　

前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

は
、
商
工
会
議
所
青
年
部

ら
が
電
飾
し
て
い
ま
す
。
駅
前
の

に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

は
４
年
前
に
菜
の
花
マ
ラ

　
　
　

ソ
ン
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
市
民
の
お
も
て
な
し
や
沿
道

の
応
援
が
温
か
く
、
無
事
完
走
で

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
ゴ
ー
ル
し

た
選
手
に
タ
オ
ル
を
渡
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
一

生
懸
命
に
走
っ
て
ゴ
ー
ル
を
す
る

選
手
に
感
動
し
ま
す
。
ま
た
、
菜

の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

る
と
新
年
の
始
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　

（
33
歳　

ナ
ー
リ
ー
★
）

　
　
　

年
も
市
内
外
か
ら
多
く
の

　
　
　

ラ
ン
ナ
ー
が
黄
色
い
菜
の

花
が
咲
き
誇
る
指
宿
路
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
多
く
の
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
心
温
ま
る
お

も
て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
る

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
大
会
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

元
病
院
近
く
の
河こ

ら
ん
ゆ

原
湯
の

　
　
　

前
で
の
路
上
駐
車
、
や
め

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
本
当
に
迷

惑
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
55
歳　

き
ん
魚
）

　
　
　

幅
が
狭
く
、
付
近
に
は
住

　
　
　

宅
も
あ
り
ま
す
。
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
気
持
ち
よ
く
温
泉
に

入
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　

猟
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

山
で
山
芋
を
掘
る
時
は
ラ

ジ
オ
を
大
き
く
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
70
歳　

メ
ダ
カ
）

　
　
　

さ
ん
、
山
に
入
る
時
は
、

　
　
　

目
立
つ
服
装
を
す
る
な
ど

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

狩
猟
を
行
う
人
も
周
り
に
人
が
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
６
日
の
出
初
式
は
と
て

　
　
　

も
感
動
し
ま
し
た
。
心
に

じ
～
ん
と
響
き
ま
し
た
。
私
た
ち

女
性
消
防
隊
も
男
性
の
消
防
団
と

交
流
す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
当
日
お

世
話
に
な
っ
た
指
導
員
を
は
じ
め
、

婦
人
会
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
出
初
式
で
も
感
動
で
き
る

よ
う
に
、
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（
24
歳　

み
の
っ
さ
ん
）

　
　
　

月
に
横
浜
で
行
わ
れ
る
全

　
　
　

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に

出
場
す
る
女
性
消
防
隊
は
、
水
曜

日
の
夜
、
市
役
所
北
側
駐
車
場
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
に

向
け
て
、
寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

晩
、
晩
酌
を
し
て
い
ま
す

　
　
　

が
、
と
き
ど
き
焼
き
イ
モ

と
一
緒
に
飲
み
ま
す
。
ま
あ
こ
れ

が
不
思
議
と
合
い
ま
す
。
一
度
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
56
歳　

女
性
）

　
　
　

焼
酎
を
片
手
に
、
焼
き
イ

　
　
　

モ
を
つ
ま
む
。
お
も
し
ろ

い
飲
み
方
で
す
ね
。
飲
み
過
ぎ
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

見
岳
の
麓
に
あ
る
５
５
０

　
　
　

段
の
登
山
口
は
、
い
つ
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
初
め
て
知

っ
た
の
で
登
っ
た
ら
、
立
派
な
階

段
に
ビ
ッ
ク
リ
。
し
か
も
、
木
々

の
ト
ン
ネ
ル
に
土
や
葉
っ
ぱ
の
匂

い
が
心
地
よ
く
て
素
敵
で
し
た
。

ま
た
１
つ
、
指
宿
の
宝
を
見
付
け

ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　

（
56
歳　

Ｌ
＆
Ｈ
）

　
　
　

段
は
昭
和
17
年
ご
ろ
に
作

　
　
　

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時

の
日
本
海
軍
が
田
良
浜
に
海
軍
水

上
機
基
地
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
無
線
基
地
が
、
階
段
を
登

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

最

皆１毎

竹狩 道

10

階 芋魚

駅前のイルミネーション

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

私

歴史を感じさせる魚見岳の階段

笑顔でランナーを迎えるボランティア

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】

　ハワイで “最高の祝

福 ” とされる「夜の虹」

を偶然見て魅せられた

著者は、世界中を旅し

て虹を追いかけます。

その中で巡り合った人

々や経験をつづったフ

ォトエッセイ集です。

【内容】

　写真で丁寧に編み方

が紹介されているので、

初めてでもマフラーや

シュシュがあっという

間に作れます。また、

指編みの基礎や編み物

のポイントも紹介され

ています。

２月の図書館カレンダー

夜の虹の向こうへ
高砂　淳二（文・写真）
小学館

図書館からのお知らせ
第４回図書館講座
　指宿図書館では、次の日程で図書館講座を開
催します。
■日時　３月３日（日）
　13：30～15：00（受付13：15～）
■場所　指宿図書館２階多目的集会室
■演題　「闘わないがん治療～粒子線治療～」
■講師　菱川良夫氏（メディポリス医学研究財

団がん粒子線治療研究センター長、医学博士）
■対象　一般　
■定員　30人　　　■参加料　無料
※事前の申し込みが必要です。指宿図書館の窓

口か電話で申し込んでください。

ふれあい映画会
　山川図書館では、毎月第２土曜日14：00から40
分間程度、「ふれあい映画会」を行っています。
絵本が原作になっているアニメや季節に合った
ものなどを上映しています。また、映画の上映
だけではなく本の紹介も行っています。事前の
申し込みは不要で、どなたでも参加することが
できます。どうぞお越しください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

はじめての編み物ゆびあみ
寺西　恵里子（著）
汐文社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
金

2
土
チ
ョコ
レ
ー
ト
火
山
体
験

粗
大
ご
み
収
集
日（
丹
波
校
区
）

3
日
野
鳥
観
察
会

4
月

5
火

6
�
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室・チ
ャ
レ
ン
ジ
マッ
チ
大
会

7
木

8
金

9
土
オ
リ
ビ
ン
万
華
鏡
作
り
体
験

家
族
支
援
の
会

粗
大
ご
み
収
集
日（
指
宿
校
区
）

10
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

11
月　

建
国
記
念
の
日

12
火

13
�
い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

14
木
特
設
人
権
相
談

15
金
ち
っ
と
呑
み

16
土
高
千
穂
峡
＆
南
阿
蘇
ウ
オ
ー
ク（
～
17
日
）

粗
大
ご
み
収
集
日（
魚
見・今
和
泉
校
区
）

17
日
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

18
月

19
火

20
�

21
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

22
金
粗
大
ご
み
収
集
日（
仙
田・上
野
区
）

23
土
学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座・星
空
観
察
会
⑥

粗
大
ご
み
収
集
日（
柳
田・池
田
校
区
）

24
日
モ
ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

25
月

26
火

27
�
粗
大
ご
み
収
集
日（
松
原
田
を
除
く
十
町
区
）

28
木
森
林
環
境
教
育
の
入
門
講
座

２
月
の
広
報
ご
よ
み

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

駅今…休館日

…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15

　演じ手：槌橋保育園の先生方

…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45

…よるのおはなし会（指宿図書館）	 19：30～20：00

　演じ手：図書館職員

…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40

…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：15

　演じ手： あそびうたサークル「ぱすてる」の皆さん

…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	15：00～16：00

　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん

…ボランティアおはなし会（山川図書館）	14：00～14：30

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜
火曜

９日

５日

23日

17日

８日

18日
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指
宿
地
域

祝
迫　

聖せ
い
わ和　

二
月
田　

勇　

介

彬　

子

家
中　

心し
ん
き絆　

玉　

利　

健　

史

直　

美

有
馬
菜な

お

み
和
美
※　

五
郎
ヶ
岡　

和　

義

奈　

美

山
野　
　

葵あ
お
い　

北
十
町　

秀　

人

　

渚

国
分　

晴せ
い
た太　

柳　

田　

和　

也

久
美
子

原
田　

海か
い
る瑠

※　

高
野
原　

広　

幸

ル　

ミ

田
畑　

結ゆ
う
き輝　

高
野
原　

敦　

志

香　

奈

成
尾　

友ゆ
う
せ
い星　

潟　

山　
　

健　
華　

奈

松
山　

将ま
さ
ゆ
き之

※　

湊　

中　
　

貢　
紗
矢
香

柚
木
﨑　

陽よ
う　

迫　

中　

健　

史

加　

奈

今
村
美み

い

な
依
菜　
摺
ヶ
浜
北　

将　

隆

真
奈
美

上
田　

竜り
ゅ
う
き暉　

小　

田　

康　

弘

明
希
子

吉
元　

彩い
ろ
は華　

下　

里　

三
千
治

麻　

美

中
村　

龍り
ゅ
う
せ
い生　

中　

浜　

優　

貴

理　

沙

山
川
地
域

内
薗　
　

遥は
る
か※　

町
１
区
西　

博　

史

七　

子

山
口　
　

翼つ
ば
さ　
大　

石　

貴　

久

麻　

依

開
聞
地
域

福
吉　

康こ
う
け
ん謙

※　

松
原
田　

和　

智

美　

加

入
野　

真ま
な
と斗

※　　

脇　
　

真　

一

る　

み

市
外

保
坂　

歩あ
ゆ
む志

※　

山
口
市　

和　

弘

加
那
子

奥
間　

利り
ゅ
う優　

沖
縄
県

金
武
町　

尚　

利

麻　

子

指
宿
地
域

上
玉
利　

勝　

巳　

87　

北
十
町

福　

崎　

フ　

サ　

94　

南
迫
田

土　

留　

喜
美
子　

98　

上　

西

下
之
園　

ミ
ヨ
子　

74　

迫　

北

横　

峯　

ミ　

サ　

84　

潟　

山

豊　

留　
　
　

稔　

83　

久　

保

湯
ノ
口　

ハ
ル
エ　

91　

玉　

利

小　

園　

キ　

ミ　

88　

道
下
上

黒　

木　

重　

博　

77　

高
野
原

小　

村　

清　

實　

71　

柳　

田

髙　

峯　
　
　

晃　

76　

岩
本
中

瀨
戸
口　

葊　

彦　

93　

瀬　

崎

川　

満　

フ　

ジ　

93　

中　

川

馬　

塲　

袈
裟
助　

99　
　

宮

安　

留　

和　

子　

74　

中
小
路

中
川
路　

サ
チ
子　

80　

中
小
路

大　

園　

純　

德　

73　

大　

当

鶴　

田　

ハ
ナ
エ　

97　

南
十
町

井　

手　

親　

男　

84　

中
福
良

葊　

森　

ユ
リ
子　

88　

田
之
畑

下
西
ノ
園　

清
二　

85　

迫　

中

生　

見　

茂　

男　

75　

潟　

口

福　

山　

勝　

美　

91　

迫　

北

山　

下　

ス
ミ
子　

87　

丈　

六

　
　

保　

フ
ヂ
ヱ　

89　

戸　

迫

永　

山　

マ
サ
エ　

90　

湊　

上

小　

村　

繁　

行　

88　

片
野
田

野　

元　

ス
ミ
エ　

87　
　

宮

中
川
路　

祥　

子　

60　
大
牟
礼
西

上
西
園　

シ
ヅ
子　

87　

道　

上

山
川
地
域

松　

村　

義　

行　

82　

東　

道

今　

村　

光　

行　

73　

前
原
上

室　

屋　

德　

男　

76　

愛
宕
下

濵　

田　

将　

吾　

34　

平　

原

有　

村　

ノ　

リ　

88　

野　

元

堂　

薗　

サ
チ
子　

83　
町
３
区
東

新　

村　

ミ
サ
エ　

84　

小
川
西

鮫　

島　

幸　

雄　

82　
町
５
区
西

和
田
迫　

ア　

キ　

95　
　

中

開
聞
地
域

松
ノ
木　

勝　

介　

67　

西
開
聞

上　

原　

キ
ク
ノ　

100　

川
尻
中

西　

村　

キ　

ヨ　

87　

松
原
田

白　

澤　

常　

義　

99　

鎮　

守

今　

村　

常　

子　

59　

西
開
聞

中　

山　

サ
カ
ヱ　

87　

入　

野

末　

吉　

辰　

三　

72　

入　

野

市
外

前　

田　

ス
ミ
エ　

88　
南
九
州
市

上　

野　

宗　

髙　

97　
南
九
州
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
前
野
恭
次
氏

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

12
月
28
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

元気にすくすく大きく
なってね。

原田　海
かい る

瑠ちゃん
生まれてきてくれてあ
りがとうね。

有馬菜
な お み

和美ちゃん

歌とダンスが大好きな
わが家のアイドル♡

西園　芽
め い

衣ちゃん
【迫北】

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍメ
ガ
バ
イ
トＢ

以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
中

待望の第２子！スクス
ク育ってね☆

元気にすこやかに育っ
てください。

笑顔いっぱい！元気に
過ごそうね。

パパに似て優しくて、
強い男になってね♡

内薗　遥
はるか

ちゃん福吉　康
こうけん

謙ちゃん入野　真
まな と

斗ちゃん保坂　歩
あゆむ

志ちゃん

何事にも積極的に取り
組む息子になってね☆

松山　将
まさゆき

之ちゃん

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　

少
子
高
齢
化
や
晩
婚
化
が
進
む

中
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る

日
突
然
、
家
族
の
中
で
介
護
で
き

る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
と
い
う

状
況
が
訪
れ
る
可
能
性
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　

女
性
が
介
護
す
る
場
合
、
介
護

し
た
り
気
配
り
し
た
り
す
る
の
が

当
然
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
、
介

護
の
肉
体
的
、
精
神
的
負
担
も
大

き
い
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
方
、
男
性
の
場
合
に
は
、

介
護
や
家
事
自
体
に
不
慣
れ
で
あ

る
場
合
が
多
く
、
仕
事
を
抱
え
な

が
ら
の
負
担
が
大
き
い
と
い
っ
た

問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
を
個
人
ま
た
は
家
族
だ
け

で
担
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
周
り
に

相
談
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

職
場
の
介
護
休
暇
制
度
な
ど
を
利

用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
育
て
同
様
、
介
護
も

社
会
全
体
で
支
え
合
っ
て
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

「
介
護
は
長
男
、
嫁
、
女
性
の

役
割
」
と
、
誰
か
に
任
せ
っ
き
り

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

男
女
が
と
も
に
介
護
に
向
き
合
う

これを見て何を思いますか？

介護は長男の嫁
がするものよ。
だから次男と結
婚したのに。

お義母さんの子
どもはたくさん
いるのに，どう
して嫁の私だけ
介護でこんなに
疲れているの？

おやじは兄さん
のところがみる
から，俺には関
係ないよ。

介護をしたくて
も，会社を休め
ば出世どころか
リストラになる
かも。
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　松元　渉

Doctor

　

今
ま
で
に
頭
が
ズ
キ
ズ
キ
、
ガ
ン

ガ
ン
痛
い
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

頭
痛
は
、
安
静
や
薬
な
ど
で
対
応

で
き
る
「
危
険
で
は
な
い
頭
痛
」
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は
、
直
ち

に
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
と
な
る

く
も
膜
下
出
血
、
脳
腫
瘍
、
慢
性
硬

膜
下
出
血
、
髄
膜
炎
な
ど
の
「
危
険

な
頭
痛
」
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
頭
痛
や
、
普
段
の
頭
痛
が
ど

ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
繰
り
返

え
し
た
り
す
る
時
に
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
人
が
日
常
で
悩
ま
さ
れ
て

い
る
頭
痛
は
、
ス
ト
レ
ス
や
生
活
習

慣
病
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
「
慢
性

頭
痛
」
で
す
。
暴
飲
暴
食
を
避
け
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
刺
激
物
を
控
え
、
過

労
を
避
け
て
適
度
な
睡
眠
と
十
分
な

休
息
を
取
り
、
心
身
と
も
に
ス
ト
レ

ス
を
た
め
込
ま
な
い
な
ど
規
則
正
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

慢
性
頭
痛
の
代
表
的
な
も
の
に
、

「
緊
張
型
頭
痛
」
と
「
片
頭
痛
」
が

あ
り
ま
す
。
緊
張
型
頭
痛
は
首
の
骨

の
加
齢
に
よ
る
変
形
、
う
つ
む
き
姿

勢
や
眼
精
疲
労
な
ど
に
よ
っ
て
、
首

筋
や
肩
の
筋
肉
に
緊
張
・
コ
リ
が
生

じ
、
頭
が
締
め
つ
け
ら
れ
て
痛
く
な

り
ま
す
。

　

こ
の
頭
痛
で
悩
む
人
は
、
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
で
首
や
肩
の
筋
肉
の
緊
張

を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ぬ
る
ま
湯
に
ゆ
っ

く
り
入
っ
た
り
し
て
血
行
を
よ
く
す

る
こ
と
で
軽
減
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
「
片
頭
痛
」
は
、
頭
の
一
側

が
脈
を
打
つ
よ
う
な
ズ
キ
ズ
キ
と
し

た
痛
み
が
特
徴
で
す
。
吐
き
気
や
お

う
吐
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
光
や
物

音
が
嫌
に
な
り
、
体
を
動
か
し
た
時

に
痛
み
が
増
し
ま
す
。

　

は
っ
き
り
し
た
原
因
は
不
明
で
、

突
然
脳
の
血
管
の
一
部
が
急
激
に
拡

張
し
、
血
管
の
周
り
に
あ
る
痛
み
を

感
知
す
る
三さ

ん
さ叉
神
経
を
刺
激
す
る
た

め
に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

片
頭
痛
は
女
性
に
多
く
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
と
関
連
し
、
月
経
周
期
前
後

に
起
こ
り
や
す
か
っ
た
り
、
悪
化
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

片
頭
痛
で
悩
む
人
は
、
と
に
か
く

ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
空
腹
で
起
こ
っ
た
り
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ー

ズ
な
ど
の
飲
食
で
誘
発
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
食
生
活
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
緊
張
型
頭
痛
と
片
頭

痛
の
両
者
の
性
質
を
併
せ
持
っ
た「
混

合
型
頭
痛
」
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
痛
で
悩
む
人
の
中
で
「
鎮
痛
薬
」

を
常
用
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

頭
痛
は
薬
局
な
ど
で
買
え
る
鎮
痛

薬
で
十
分
に
痛
み
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

や
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
（
特
に

循
環
器
系
の
薬
）、持
病
（
胃
腸
障
害
、

喘
息
な
ど
）
に
よ
っ
て
は
服
薬
に
注

意
が
必
要
で
す
。
必
ず
１
回
は
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

鎮
痛
薬
の
多
く
は
、
胃
が
荒
れ
る

成
分
を
含
む
の
で
空
腹
時
の
服
用
は

避
け
、
水
で
服
用
す
る
な
ど
、
必
ず

用
法
・
用
量
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
頭
痛
を
抑
え
る
た
め
に
月

10
回
以
上
鎮
痛
薬
を
服
用
し
て
い
る

人
は
、「
薬
物
乱
用
性
頭
痛
」
と
い
う

非
常
に
治
り
に
く
い
頭
痛
が
出
現
す

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
安
易

に
鎮
痛
薬
に
頼
る
の
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。
鎮
痛
薬
以
外
に
も
頭
痛
に
有

効
な
薬
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
頭
痛

が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
時
に
は
、
自
分
の
頭
痛
が
ど
ん

な
痛
み
な
の
か
、
ど
ん
な
時
に
ひ
ど

く
な
る
の
か
な
ど
の
特
徴
を
よ
く
観

察
・
記
憶
し
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
自
身
の

頭
痛
を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
よ
り
良

い
治
療
が
で
き
ま
す
。

頭　　痛　
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